
 
 

人
形
峠
環
境

技
術

セ
ン

タ
ー

で
の

異
常

事
象

発
生

時
の
通
報
基
準
等
に
つ
い
て

 
 

平
成

2
0
年

１
月

1
6
日
 

独
立
行
政
法
人
 

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構

人
形
峠
環
境
技
術
セ
ン
タ
ー
 

 

１
 
異
常
事
象
発
生
時
の
通
報
基
準

 

セ
ン
タ
ー
の
施
設
等
に
異
常
又
は
異
常
と
思
わ
れ
る
事
象
が
発
生
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
関
係
機
関
に

通
報
を
行
う
。
本
日
御
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
通
報
基
準
は
、
法
律
に
基
づ
い
た
報
告
事
象
、
社
会
的
に

影
馨
の
あ
る
と
考
え
る
事
象
を
ま
と
め
た
。
一
方
、
社
会
的
に
影
馨
の
な
い
事
象
、
例
え
ば
モ
ー
タ
の
故
障

が
あ
っ
た
も
の
の
、
代
替
品
に
よ
り
施
設
の
維
持
管
理
に
影
響
が
な
い
と
き
は
、
通
報
の
対
象
外
と
し
た
。

通
報
基
準
の
判
断
に
迷
う
事
象
に
つ
い
て
も
通
報
の
対
象
と
し
た
。
 

 

（
１
）
核
燃
料
物
質
の
不
明
等

 

①
 
濃
縮
ウ
ラ
ン
・
天
然
ウ
ラ
ン
・
放
射
性
同
位
元
素
等
の
盗
取
・
不
明
・
脅
迫
行
為
。
 

②
 
核
燃
料
物
質
等
に
起
因
す
る
異
常
事
態
の
発
生
又
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
と

き
。
 

③
 
防
護
区
域
外
で
異
常
事
態
と
思
わ
れ
る
状
態
が
発
生
又
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ

る
と

き
。

 

（
２
）
施
設
の
故
障
 

①
 
施
設
・
設
備
に
故
障
が
発
生
し
、
再
発
防
止
に
特
別
な
措
置
を
必
要
と
す
る
と
き
。
 

②
 
故
障
が
重
大
で
、
特
別
な
修
復
方
法
・
安
全
対
策
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
と

き
。
 

（
３
）
安
全
機
能
の
喪
失
 

①
 
施
設
等
の
故
障
に
よ
り
安
全
機
能
（
放
射
線
障
害
の
防
止
・
核
燃
料
物
質
等
の
閉
じ
込
め
機
能
・
安
全
の

担
保
）
の
喪
失
又
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
。
 

②
 
保
安
規
定
の
定
め
を
超
え
て
過
充
填
を
し
た
と
き
。
 

（
４
）
排
気
・
排
水
の
異
常
 

①
 
排
気
ロ
・
排
水
口
の
濃
度
が
法
令
又
は
協
定
値
を
超
え
た
と
き
又
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
。
 

②
 
排
気
モ
ニ
タ
で
管
理
で
き
な
い
と
き
・
濃
度
確
認
前
に
誤
っ
て
送
水
し
た
と

き
。
 

（
５
）
管
理
区
域
外
の
漏
え
い

 

①
 
核
燃
料
物
質
等
が
管
理
区
域
外
に
漏
え
い
し
た
と
き
。
 

②
 液

体
（
非
放
射
性
を
含
む
）
が
管
理
区
域
か
ら
管
理
区
域
外
に
拡
散
（
広
が
っ
た
・
流
れ
出
た
）
し
た
と
き
。
 

（
６
）
管
理
区
域
内
の
汚
染
 

設
備
・
容
器
か
ら
核
燃
料
物
質
等
が
漏
え
い
し
、
法
令
値
を
超
え
る
汚
染
に
よ
り
立
ち
入
り
制
限
等
の
措

置
を
講
じ
た
と
き
又
は
そ
の
お
そ
れ
の
あ
る
と
き
。
 た

だ
し
、
漏
え
い
が
継
続
し
拡
大
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は

法
令
に
係
ら
ず
通
報
す
る
。
 

（
７
）
臨
界
 

①
 
保
安
規
定
に
定
め
る
量
以
上
の
取
扱
い
を
し
た
と
き
。
 

（
８
）
管
理
区
域
に
立
入
る
者
の
被
ば
く
 

①
 放

射
線
業
務
従
事
者
5ｍ

 S
v、

従
事
者
以
外
の
者
が
0.
5m
SV
を
超
え
又
は
超
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
。
 

②
内
部
被
ば
く
、
皮
膚
汚
染
が
除
去
で
き
な
か
っ
た
と
き
。

 

（
９
）
人
の
障
害
 

①
 
核
燃
料
物
質
等
の
取
扱
い
作
業
中
に
障
害
を
負
っ
た
と
き
。
 

 

資
料

 4
5 

資
料

4
1
 

    
(
1
0
)
火
災
・
爆
発
 

①
 
消
火
器
の
使
用
・
消
防
署
へ
通
報
し
た
と
き
。
 

(
1
1
)
事
故
・
故
障
に
係
る
事
象

 

①
 
原
子
力
施
設
以
外
で
、
救
急
車
の
出
動
・
台
風
な
ど
自
然
災
害
で
の
被
害
・
人
の
障
害
等
 

(
1
2
)
 地

震
 

①
鏡
野
町
上
齋
原
震
度
が
４
以
上
の
と
き
。
 

 通
報
基
準
は
、
別
紙
「
人
形
峠
環
境
技
術
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
通
報
事
象
」
を
参
照
 

 

２
 
製
錬
転
換
施
設
の
現
状

 

（
１
）
漏
え
い
痕
跡
場
の
除
染

 

９
月
１
３
日
に
全
て
の
作
業
を
完
了
。
 

（
２
）
設
備
の
改
修
 

①
 
分
析
廃
水
配
管
等
（
使
用
停
止
配
管
）
措
置
 

国
の
許
可
を
９
月
末
に
取
得
。

 
１
１
月
１
日
か
ら
非
管
理
区
域
の
配
管
撤
去
作
業
を
開
始
。
 

②
 
廃
水
配
管
の
二
重
化
措
置
 

９
月
２
８
日
に
作
業
を
完
了
。

 

 

３
 
規
則
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し

 

（
１
）
転
換
施
設
処
理
課
所
掌

 

①
 
保
守
管
理
要
領
（
平
成

 年
度
下
期
に
変
更
予
定
）
 

配
管
の
識
別
管
理
及
び
配
管
・
ダ
ク
ト
の
点
検
方
法
の
見
直
し
に
つ
い
て
整
備
。
 

②
 
施
設
巡
視
点
検
マ
ニ
ュ
ア
ル

 

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
訂
に
よ
り
、
全
て
の
配
管
・
フ
ラ
ン
ジ
の
巡
視
点
検
を
明
文
化
し
た
。

 

（
２
）
転
換
施
設
処
理
課
以
外
の
部
署
 

①
 
放
射
線
作
業
管
理
要
領
 

予
期
し
な
い
汚
染
又
は
汚
染
の
お
そ
れ
の
あ
る
場
合
は
、
直
ち
に
安
全
管
理
課
長
へ
汚
染
状
況
の
確

認
を
依
頼
す
る
こ
と
を
明
文
化
し
た
。
 

②
 
現
場
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
 

緊
急
事
態
と
部
長
が
判
断
し
た
場
合
は
、
現
地
対
策
本
部
が
立
ち
上
が
る
前
で
あ
っ
て
も
現
場
対
応

班
の
設
置
指
示
を
明
文
化
し
た
。
 

  

以
上
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別
紙
 

人
形
峠
環
境
技
術
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
通
報
事
象
 

（
１
）
核
燃
料
物
質
の
不
明
等

 

①
 
核
燃
料
物
質
等
に
係
る
脅
迫
が
発
生
し
た
と
き
。
 

②
 
核
燃
料
物
質
等
の
盗
取
又
は
所
在
不
明
が
生
じ
た
と
き
。

 

③
 核

燃
料
物
質
等
の
不
法
持
出
し
行
為
、
運
転
に
対
す
る
妨
害
行
為
、
健
康
お
よ
び
安
全
を
脅
か
す
行
為
、
又
は

そ
の
お
そ
れ
の
あ
る
と
き
。
 

④
 
防
護
区
域
外
で
上
記

③
の
可
能
性
が
想
定
さ
れ
る
と
き
。
 

（
２
）
施
設
の
故
障
 

施
設
等
の
故
障
が
発
生
し
、
再
発
防
止
対
策
等
の
特
別
な
措
置
を
必
要
と
す
る
と
き
で
、
通
常
以
外
の
修
復
方
法
の
検

討
を
要
す
る
場
合
又
は
別
に
安
全
確
保
対
策
を
講
じ
る
必
要
の
あ
る
と
き
。
 

①
 
機
器
・
設
備
の
故
障
に
よ
り
核
燃
料
物
質
の
使
用
に
支
障
が
及
ん
だ
と
き
。
 

②
 
施
設
内
で
火
災
・
爆
発
が
発
生
し
た
と
き
。
 

③
 
設
備
の
運
転
中
に
管
理
区
域
の
排
気
設
備
が
故
障
し
、
予
備
系
も
運
転
で
き
ず
負
圧
が
維
持
で
き

な
い
 

と
き
。
 

④
 
廃
液
処
理
設
備
が
故
障
し
環
境
へ
の
放
出
が
認
め
ら
れ
た
と
き
。
 

⑤
 
商
用
電
源
が
方
向
と
も
受
電
が
で
き
な
く
な
り
、
非
常
用
発
電
機
も
運
転
で
き
な
か
っ
た
と
き
。
 

⑥
 
計
装
空
気
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
設
備
が
故
障
し
、
設
備
の
使
用
が
停
止
し
た
と
き
。
 

⑦
 
無
停
電
電
源
設
備
が
故
障
し
、
設
備
の
使
用
が
停
止
し
た
と
き
。
 

⑧
 
放
射
線
測
定
装
置
が
故
障
し
、
監
視
機
能
を
喪
失
し
た
と
き
。
 

⑨
 設

備
の
運
転
中
、
圧
力
、
温
度
、
重
量
に
関
す
る
異
常
警
報
が
吹
鳴
し
、
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
が
作
動
し
な
か
っ
た
と

き
。
 

（
３
）
安
全
機
能
の
喪
失
 

施
設
等
の
故
障
に
よ
り
、
核
燃
料
物
質
等
を
限
定
さ
れ
た
区
域
に
閉
じ
込
め
る
機
能
、
外
部
放
射
線
に
よ

る
放
射
線
障
害
を
防
止
す
る
た
め
の
放
射
線
の
し
ゃ
へ
い
機
能
、
そ
の
他
安
全
を
確
保
す
る
た
め
必
要
な
機
能
を
喪

失
し
た
と
き
又
は
喪
失
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
。
 

①
 
ウ
ラ
ン
を
取
扱
う
設
備
が
破
損
し
、
そ
の
ま
ま
使
用
を
継
続
す
る
と
閉
じ
込
め
機
能
が
維
持
で
き

な
い
と
き
。
 

②
 閉

じ
こ
め
機
能
を
有
す
核
燃
料
物
質
等
の
容
器
（
例
：
Ｕ
Ｆ
６
) 
シ
リ
ン
ダ
）が

破
損
し
、
そ
の
ま
ま
使
用
を

継
続
す
る
と
閉
じ
込
め
機
能
が
維
持
で
き
な
い
と
き
。
 

③
 
Ｕ
Ｆ
６
を
シ
リ
ン
ダ
に
充
填
す
る
際
、
保
安
規
定
に
定
め
た
最
大
充
填
量
を
超
え
て
過
充
填
し
た
と
き
。
 

（
４
）
排
気
・
排
水
の
異
常
 

施
設
等
の
故
障
に
よ
り
、
排
気
施
設
又
は
排
水
施
設
に
よ
る
排
出
の
状
況
に
異
常
が
認
め
ら
れ
た
と
き
。
 

①
 施

設
等
が
故
障
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
排
気
口
又
は
排
水
口
の
濃
度
が
以
下
の
法
令
又
は
協
定
に
基
づ
く
値

を
超
え
た
と
き
又
は
超
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
 

排
気
口
：

α
放
射
能
 1
.
8 
×
 1
0
-
9
B
q/
c
m
3（

３
ヶ
月
平
均
自
然
放
射
能
を
除
く

）
 

H
F
 濃

度
 3
.
3
 ×

 1
0
-4
B
q
/m
3
or
0
.
4
p
pb
(
3 
ヶ
月
平
均
ふ
っ
素
）
 

排
水
口
：

α
放
射
能
 1
 ×

 1
0-
3
B
q
/
cm
3
（
放
出
の
都
度
自
然
放
射
能
を
除
く
）
 

ふ
っ
素
 8
m
g
/L
(
 管

理
区
域
か
ら
）
0
.
5m
g
/
L(
 河

川
放
出
）
 

②
 排

気
に
お
い
て
、
排
気
モ
ニ
タ
に
よ
る
監
視
・
測
定
が
行
え
な
い
状
態
で
放
出
さ
れ
た
場
合
（
代
替
又

は
間
接
的
な
方
法
で
評
価
で
き
る
場
合
を
除
く
）。

排
水
に
お
い
て
は
、
濃
度
確
認
の
前
に
誤
送
水
し
た
と

き
。
 

③
 
上
記
の
値
以
下
で
も
、
計
画
外
の
異
常
な
放
出
が
あ
っ
た
と
き
。
 

（
５
）
管
理
区
域
外
で
の
漏
え
い
 

核
燃
料
物
質
等
が
管
理
区
域
外
で
漏
え
い
し
た
と
き
。
 

    
①
 管

理
区
域
外
の
核
燃
料
物
質
等
を
扱
う
廃
水
配
管
が
損
傷
し
、
管
理
区
域
外
に
廃
水
が
漏
え
い
し
た
と
き
。
 

（
核
燃
料
物
質
等
の
量
及
び
濃
度
は
問
わ
な
い
）
 

②
 液

体
（
非
放
射
性
を
含
む
）
が
管
理
区
域
内
で
漏
え
い
し
、
こ
れ
が
管
理
区
域
外
に
広
が
っ
た
と
き
。
 

（
６
）
管
理
区
域
内
の
汚
染
 

設
備
・
容
器
か
ら
核
燃
料
物
質
等
が
漏
え
い
し
、
法
令
値
を
超
え
る
汚
染
に
よ
り
立
ち
入
り
制
限
等
の
措
置
を
講
じ

た
と
き
又
は
そ
の
お
そ
れ
の
あ
る
と
き
。
 

た
だ
し
、
漏
え
い
が
継
続
し
拡
大
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
法
令
に
係
ら
ず
通
報
す
る
。

 

①
 
Ｕ
Ｆ
６
シ
リ
ン
ダ
か
ら
Ｕ
Ｆ

６
が
漏
え
い
し
、
汚
染
が
発
生
し
た
と
き
。
 

②
 
放
射
性
廃
棄
物
ド
ラ
ム
缶
に
汚
染
が
見
つ
か
っ
た
と
き
。

 

③
 
核
燃
料
物
質
等
の
漏
え
い
或
い
は
漏
え
い
痕
跡
か
ら
、
汚
染
が
見
つ
か
っ
た
と
き
。
 

④
 
ウ
ラ
ン
を
扱
う
設
備
か
ら
ウ
ラ
ン
を
含
む
物
質
等
が
漏
え
い
し
、
汚
染
が
発
生
し
た
と
き
。
 

（
７
）
臨
界
 

核
燃
料
物
質
が
臨
界
に
達
し
又
は
達
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
。
 

①
 取

扱
量
を
制
限
し
て
い
る
設
備
で
核
燃
料
物
質
を
取
り
扱
っ
て
い
る
と
き
、
保
安
規
定
に
定
め
る
最
大
取
扱
量
（
核

的
制
限
値
）
を
超
え
た
と
き
。

 

②
 
Ｕ
Ｆ
６
シ
リ
ン
ダ
を
保
安
規
定
に
定
め
る
臨
界
距
離
範
囲
以
下
で
貯
蔵
し
た
と
き
。
 

（
８
）
管
理
区
域
に
立
ち
入
る
者
の
被
ば
く
 

管
理
区
域
立
入
る
者
に
つ
い
て
、
放
射
線
業
務
従
事
者
5
ｍ
Sv
、

従
事

者
以

外
0.
5m
Sv
を
超
え
又
は
超
え
る
お
そ

れ
の
あ
る
被
ば
く
が
あ
っ
た
と
き
。
 

①
 
放
射
線
業
務
従
事
者
に

 P
6
Y
 
を
超
え
る

計
画
外
の
被
ば
く
が
発
生
し
た

と
き
。
 

②
 
従
事
者
以
外
に

 
P
6Y
 
を
超
え
る
被
ば
く
が
発
生
し
た
と
き
。
 

③
 
内
部
被
ば
く
の
お
そ
れ
が
あ
っ
た
と
き
。
 

④
 
皮
膚
汚
染
が
発
生
し
、
除
染
し
き
れ
な
か
っ
た
と
き
。
 

（
９
）
施
設
等
に
関
す
る
人
の
障
害
 

前
項
目
の
他
、
管
理
区
域
内
作
業
お
よ
び
核
燃
料
物
質
等
の
運
搬
作
業
中
に
、
入
院
治
療
又
は
入
院
治
療
を
要
す

る
お
そ
れ
の
あ
る
障
害
を
負
っ
た
と
き
。
 

（
1
0
）
火
災
・
爆
発
 

①
 セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
火
災
の
規
模
、
要
因
に
関
わ
ら
ず
、
消
火
器
を
使
用
し
た
と
き
、
又
は
消
防
署
に
通
報
し

た
と
き
。
 

（
1
1
）
そ
の
他
事
故
・
故
障
に
係
る
事
象
 

①
 
救
急
車
が
緊
急
出
動
し
た
と
き
。
 

②
 
自
然
災
害
等
に
よ
り
施
設
が
被
災
し
た
と
き
。
 

③
 
業
務
上
に
お
い
て
人
の
障
害
が
あ
っ
た
と
き
。
（
軽
微
な
怪
我
、
交
通
事
故
は
除
く
）

 
④
 
事
象
が
進
展
し
た
と
き
に
法
令
報
告
事
象
に
な
る
可
能
性
の
あ
る
と
き
。
 

⑤
 
商
用
電
源
の
喪
失
に
よ
っ
て
非
常
用
発
電
機
が
運
転
さ
れ
た
と
き
。
 

⑥
 
I
 Ｆ

７
、

I
 Ｆ

５
ボ
ン
ベ
か
ら
 
I 
Ｆ
７
、
I 
Ｆ
５
の
漏
え
い
が
発
生
し
た
と
き
。
 

（
1
2
）
地
震
 

①
 
鏡
野
町
上
齋
原
震
度
が
４
以
上
の
と
き
。
 

以
上
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人
形
峠
環
境
技
術
セ
ン
タ
ー
令
和
６
年
度
事
業
計
画
 

 
令
和
６
年
４
月
 

国
立
研
究
開
発
法
人
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
 

人
形
峠
環
境
技
術
セ
ン
タ
ー
 

 

人
形
峠
環
境
技
術
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
。
）
は
、
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
（
以
下
「
機

構
」
と
い
う
。
）
の
経
営
理
念
の
ビ
ジ
ョ
ン
『
「
ニ
ュ
ー
ク
リ
ア
×
リ
ニ
ュ
ー
ア
ブ
ル
」
で
拓
く
新
し
い
未
来
』
を

共
有
し
、
原
子
力
を
活
用
し
た
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
取
り
組
み
ま
す
。
 

具
体
的
に
は
、
安
全
確
保
を
最
優
先
と
し
た
持
続
的
な
バ
ッ
ク
エ
ン
ド
対
策
の
着
実
な
推
進
を
図
る
べ
く
、
ウ
ラ

ン
取
扱
施
設
の
廃
止
措
置
や
鉱
山
関
連
施
設
の
閉
山
措
置
、
こ
れ
ら
に
関
連
す
る
研
究
開
発
等
を
、
セ
ン
タ
ー
が
推

進
す
る
「
ウ
ラ
ン
と
環
境
研
究
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
の
も
と
で
、
地
元
自
治
体
・
地
域
の
方
々
等
か
ら
の
ご
意

見
・
ご
提
言
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
ま
た
、
地
域
住
民
の
方
に
信
頼
さ
れ
る
組
織
で
あ
り
続
け
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
な

が
ら
事
業
を
進
め
、
そ
の
成
果
を
公
表
し
、
丁
寧
に
説
明
し
て
い
き
ま
す
。
 

令
和
６
年
度
の
セ
ン
タ
ー
事
業
計
画
に
お
け
る
取
り
組
み
事
項
は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
。
 

 

1
.
安
全
確
保
・
環
境
保
全
に
関
す
る
こ
と
 

1
）
基
本
動
作
の
徹
底
、
法
令
・
ル
ー
ル
の
順
守
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
活
動
、
リ
ス
ク
対
策
を
行
う
と
と
も
に
、

従
業
員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な
が
ら
業
務
を
進
め
ま
す
。
 

2
）
施
設
の
安
全
対
策
と
し
て
、
自
然
災
害
対
策
及
び
高
経
年
化
対
策
を
進
め
ま
す
。
 

3
）
施
設
・
設
備
、
核
燃
料
物
質
及
び
放
射
性
廃
棄
物
の
安
全
か
つ
適
正
な
管
理
を
継
続
し
ま
す
。
 

4
）
省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推
進
し
、
地
球
温
暖
化
防
止
等
、
環
境
に
配
慮
し
た
業
務
を
継
続
し
ま
す
。
 

 

2
.
事
業
（
開
発
・
研
究
等
）
に
関
す
る
こ
と
 

1
）
ウ
ラ
ン
濃
縮
原
型
プ
ラ
ン
ト
で
は
、
原
子
力
規
制
委
員
会
か
ら
認
可
を
受
け
た
加
工
事
業
の
廃
止
措
置
計
画
に

従
い
、
設
備
の
解
体
撤
去
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
六
フ
ッ
化
ウ
ラ
ン
の
譲
渡
し
の
た
め
の
詰
替
・
洗
浄
設
備
の
設

計
等
を
進
め
ま
す
。
 

2
）
濃
縮
工
学
施
設
で
は
、
放
射
性
廃
棄
物
発
生
量
を
最
小
化
す
る
た
め
、
使
用
済
み
遠
心
機
等
の
除
染
処
理
や
除

染
済
部
品
の
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
確
認
を
継
続
し
ま
す
。
 

3
）
ウ
ラ
ン
廃
棄
物
の
処
理
処
分
の
技
術
開
発
と
し
て
、
除
染
技
術
開
発
等
の
ウ
ラ
ン
廃
棄
物
工
学
研
究
や
安
全
性

評
価
等
の
環
境
研
究
を
進
め
ま
す
。
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上
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人
形
峠
環
境
技
術
セ
ン
タ
ー
の
事
業
計
画
案
 
「
ウ
ラ
ン
と
環
境
研
究
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
構
想

 

 

平
成
2
8年

1
2月

2
1日
、
人
形
峠
環
境
技
術
セ
ン
タ
ー
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
開
発
を
通
じ
て
蓄
積
さ
れ
た

ウ
ラ
ン
の
取
扱
い
に
関
す
る
経
験
や
人
材
を
総
合
的
に
有
す
る
セ
ン
タ
ー
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
と
、
地
域
の
特

徴
を
活
か
し
た
新
た
な
研
究
開
発
を
通
じ
て
、
廃
止
措
置
の
安
全
向
上
の
み
な
ら
ず
地
域
・
国
際
社
会
へ
の

貢
献
を
目
指
す
「
ウ
ラ
ン
と
環
境
研
究
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
構
想
を
発
表
し
ま
し
た
。

 

今
後
、
第
二
期
環
境
研
究
懇
話
会
の
開
催
を
計
画
し
て
お
り
、
セ
ン
タ
ー
が
進
め
る
ウ
ラ
ン
と
環
境
研
究
に
つ

い
て
、
研
究
開
発
活
動
の
効
率
化
・
活
性
化
・
研
究
活
動
を
通
じ
た
地
域
共
生
、
研
究
活
動
の
安
全
・
安
心
等
の

視
点
か
ら
ご
意
見
や
ご
提
言
を
い
た
だ
き
、
事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
 

 

（
出
典
：
人
形
峠
環
境
技
術
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
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人
形
峠
環
境
技
術
セ
ン
タ
ー

 
施
設
の
沿
革

 
製
錬
転
換
施
設
 

昭
和

5
4
年

1
1
月

 
製
錬
転
換
施
設
工
事
に
着
工

 

 
昭
和
5
7
年
3
月

 
錬
転
換
施
設
全
面
運
転
開
始

 

昭
和
5
7
年

1
2
月

 
錬
転
換
施
設
で
製
造
し
た
六
フ
ッ
化
ウ
ラ
ン
を
初
出
荷

 

回
収
ウ
ラ
ン
転
換
試
験
開
始

 

昭
和

6
3
年

8
月

 
回
収
ウ
ラ
ン
利
用
実
証
試
験
研
究
開
始

 

平
成
2
年

9
月

 
回
収
ウ
ラ
ン
利
用
実
証
試
験
研
究
終
了

 

平
成

3
年

6
月

 
回
収
ウ
ラ
ン
転
換
実
用
化
試
験
開
始

 

平
成
4
年

8
月

 
脱
硝
工
程
高
度
化
確
証
試
験
開
始

 

平
成

6
年

8
月

 
回
収
ウ
ラ
ン
転
換
実
用
化
試
験
運
転
開
始

 

平
成
1
1
年

7
月

 
回
収
ウ
ラ
ン
転
換
実
用
化
試
験
運
転
を
終
了

 

 
平
成
1
2
年
9
月

 
製
錬
転
換
施
設
の
湿
式
設
備
解
体
を
開
始

 

平
成
1
3
年

4
月

 
四
フ
ッ
化
ウ
ラ
ン
破
砕
乾
燥
試
験
開
始

 

 
平
成
1
4
年
3
月

 
製
錬
転
換
施
設
の
湿
式
設
備
解
体
を
終
了

 

 
平
成
1
9
年
3
月

 
四
フ
ッ
化
ウ
ラ
ン
破
砕
乾
燥
試
験
終
了

 

 
平
成
2
0
年
4
月

 
製
錬
転
換
施
設
の
乾
式
設
備
解
体
を
開
始

 

 
平
成
2
4
年
7
月

 
製
錬
転
換
施
設
の
乾
式
設
備
解
体
を
終
了

 

 
平
成
2
5
年
1
月

 
製
錬
転
換
施
設
の
付
帯
設
備
解
体
開
始

 

濃
縮
工
学
施
設
 

昭
和
5
3
年

4
月

 
ウ
ラ
ン
濃
縮
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ラ
ン
ト
Ｏ
Ｐ

-
1
建
屋
工
事
に
着
手

 

昭
和

5
3
年

7
月

 
ウ
ラ
ン
濃
縮
建
設
所
を
設
置

 

昭
和
5
4
年

9
月

 
ウ
ラ
ン
濃
縮
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ラ
ン
ト
Ｏ
Ｐ

-
1
Ａ
と
し
て
運
転
開
始

 

昭
和

5
5
年
４
月

 
ウ
ラ
ン
濃
縮
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ラ
ン
ト
Ｏ
Ｐ

-
2
建
屋
工
事
に
着
手

 

昭
和
5
5
年

1
0
月

 
ウ
ラ
ン
濃
縮
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ラ
ン
ト
Ｏ
Ｐ

-
1
Ｂ
運
転
開
始

 

昭
和

5
6
年

4
月

 
ウ
ラ
ン
濃
縮
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ラ
ン
ト
の
製
品
を
初
出
荷

 

昭
和
5
7
年

3
月

 
ウ
ラ
ン
濃
縮
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ラ
ン
ト
Ｏ
Ｐ

-
2
運
転
開
始
（
全
面
運
転
）

 

昭
和

5
7
年

1
2
月

 
ウ
ラ
ン
濃
縮
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ラ
ン
ト
で
濃
縮
し
た
ウ
ラ
ン
を
「
ふ
げ
ん
」
に
初
出
荷

 

昭
和
6
1
年

7
月

 
ウ
ラ
ン
濃
縮
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ラ
ン
ト
よ
り
再
濃
縮
ウ
ラ
ン
初
出
荷

 

平
成

2
年

3
月

 
ウ
ラ
ン
濃
縮
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ラ
ン
ト
試
験
終
了

 

平
成
3
年

6
月

 
高
性
能
遠
心
分
離
機
実
用
規
模
カ
ス
ケ
ー
ド
試
験
装
置
準
備
着
手

 

平
成
3
年

1
0
月

 
ウ
ラ
ン
濃
縮
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ラ
ン
ト
を
濃
縮
工
学
施
設
と
改
称

 

平
成
4
年

3
月

 
実
用
規
模
カ
ス
ケ
ー
ド
試
験
装
置
建
設
工
事
着
手

 

平
成
5
年

3
月

 
実
用
規
模
カ
ス
ケ
ー
ド
試
験
装
置
完
成

 

平
成
5
年

5
月

 
実
用
規
模
カ
ス
ケ
ー
ド
試
験
装
置
運
転
試
験
開
始

 

平
成
8
年

8
月

 
遠
心
機
処
理
設
備
建
設
工
事
着
手

 

平
成
9
年

3
月

 
実
用
規
模
カ
ス
ケ
ー
ド
試
験
装
置
運
転
試
験
終
了

 

平
成
1
2
年

9
月

 
遠
心
機
処
理
設
備
の
ホ
ッ
ト
試
験
を
開
始

 

平
成
2
3
年

1
2
月

 
放
射
能
濃
度
の
「
測
定
及
び
評
価
の
方
法
」
（
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
測
定
方
法
）
申
請

 

平
成
2
4
年

8
月

 
放
射
能
濃
度
の
「
測
定
及
び
評
価
の
方
法
」
（
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
測
定
方
法
）
の
認
可

 

平
成
2
5
年

1
1
月

 
放
射
能
濃
度
に
係
る
確
認
（
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
確
認
）
申
請

 

平
成
2
6
年

3
月

 
放
射
能
濃
度
に
係
る
確
認
証
（
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
確
認
）
受
領

 

平
成
2
6
年

6
月

 
O
P
-
1
ウ
ラ
ン
操
作
室
、

O
P
-
2
ブ
レ
ン
デ
ィ
ン
グ
室
の
設
備
解
体
に
着
手

 

ウ
ラ
ン
濃
縮
原
型
プ
ラ
ン
ト
 

昭
和
5
9年

10
月
 

ウ
ラ
ン
濃
縮
原
型
プ
ラ
ン
ト
敷
地
造
成
工
事
に
着
手

 

昭
和
6
0年

11
月
 

加
工
事
業
の
許
可
を
受
け
、
ウ
ラ
ン
濃
縮
原
型
プ
ラ
ン
ト
の
建
設
に
着
手

 

昭
和
6
1年

11
月
 

加
工
事
業
の
変
更
許
可
を
受
け
、
ウ
ラ
ン
濃
縮
原
型
プ
ラ
ン
ト
Ｄ
Ｏ
Ｐ

-
2
建
屋
工
事
に
着
工

 

昭
和
6
3年

4
月
 

ウ
ラ
ン
濃
縮
原
型
プ
ラ
ン
ト
Ｄ
Ｏ
Ｐ

-
1
操
業
開
始

 

平
成
元
年

5
月

 
ウ
ラ
ン
濃
縮
原
型
プ
ラ
ン
ト
Ｄ
Ｏ
Ｐ

-
2
操
業
開
始
（
全
面
運
転
）

 

平
成

8
年

9
月

 
ウ
ラ
ン
濃
縮
原
型
プ
ラ
ン
ト
に
よ
る
回
収
ウ
ラ
ン
の
再
濃
縮
開
始

 

平
成
1
1年

11
月
 

ウ
ラ
ン
濃
縮
原
型
プ
ラ
ン
ト
Ｄ
Ｏ
Ｐ

-
2
の
運
転
終
了

 

平
成
1
3年

3
月
 

ウ
ラ
ン
濃
縮
原
型
プ
ラ
ン
ト
Ｄ
Ｏ
Ｐ

-
1
の
運
転
終
了

 

平
成
1
3年

11
月
 

滞
留
ウ
ラ
ン
回
収
試
験
開
始

 

平
成
1
4年

12
月
 

滞
留
ウ
ラ
ン
除
去
・
回
収
試
験
開
始

 

平
成
1
9年

11
月
 

第
２
運
転
単
位
（

D
O
P
-
2
）
の
滞
留
ウ
ラ
ン
除
去
・
回
収
試
験
終
了

 

平
成
2
6年
～
 

第
１
運
転
単
位
（

D
O
P
-
1
）
の
滞
留
ウ
ラ
ン
除
去
・
回
収
に
向
け
て
の
準
備

 

平
成
2
9年

3
月
 

ウ
ラ
ン
濃
縮
原
型
プ
ラ
ン
ト
Ｄ
Ｏ
Ｐ

-
1
の
ほ
と
ん
ど
の
ウ
ラ
ン
を
回
収

 

（
出
典
：
人
形
峠
環
境
技
術
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
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令令
和和
６６
年年
度度
環環
境境
放放
射射
線線
等等
測測
定定
計計
画画

  

（
島
根
原
子
力
発
電
所
及
び
人
形
峠
環
境
技
術
セ
ン
タ
ー
周
辺
）

 

  ⅠⅠ
  
共共
通通
項項
目目

  

 １
 
は
じ
め
に

 
 

本
測
定
計
画
は
、
「
島
根
原
子
力
発
電
所
に
係
る
鳥
取
県
民
の
安
全
確
保
等
に
関
す
る
協
定
」
第
５
条
第
１
項

及
び
「
国
立
研
究
開
発
法
人
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
人
形
峠
環
境
技
術
セ
ン
タ
ー
周
辺
環
境
保
全
等
に
関
す

る
協
定
書
」
第
６
条
第
１
項
に
基
づ
き
実
施
す
る
島
根
原
子
力
発
電
所
周
辺
及
び
人
形
峠
環
境
技
術
セ
ン
タ
ー
周

辺
の
環
境
放
射
線
等
測
定
計
画
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
定
め
る
。
 

  ２
 
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
目
的
 

鳥
取
県
に
お
け
る
島
根
原
子
力
発
電
所
周
辺
の
環
境
放
射
線
測
定
は
、
被
ば
く
評
価
や
放
射
性
物
質
の
蓄
積
状

況
を
把
握
す
る
必
要
性
が
低
い
こ
と
か
ら
、
原
子
力
規
制
庁
が
平
成

30
年
４
月
に
策
定
（
令
和
３
年

1
2
月
改
訂
）

し
た
「
平
常
時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
つ
い
て
（
原
子
力
災
害
対
策
指
針
補
足
参
考
資
料
）
」
（
以
下
「
補
足
参
考
資

料
（
平
常
時
）
」
と
い
う
。
）
に
示
す
平
常
時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
目
的
の
う
ち
、
主
に
目
的
④
「
緊
急
事
態
が
発

生
し
た
場
合
の
平
常
時
か
ら
の
備
え
」
と
な
る
。
 

人
形
峠
環
境
技
術
セ
ン
タ
ー
周
辺
の
環
境
放
射
線
測
定
は
、
当
該
事
業
所
の
主
な
事
業
が
終
了
し
て
廃
止
措
置

段
階
に
あ
り
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
ハ
ザ
ー
ド
分
類
Ⅲ
に
区
分
さ
れ
て
い
る
現
状
で
は
、
敷
地
外
で
緊
急
防
護
措
置
又
は

早
期
防
護
措
置
が
必
要
と
な
る
よ
う
な
事
象
の
発
生
は
想
定
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
補
足
参
考
資
料
（
平
常
時
）

の
目
的
④
の
平
常
時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
必
要
な
い
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
施
設
の
現
状
や
施
設
か
ら
の
距
離
を
踏

ま
え
れ
ば
、
目
的
③
の
「
原
子
力
施
設
か
ら
の
予
期
し
な
い
放
射
性
物
質
又
は
放
射
線
の
放
出
の
早
期
検
出
」
と

な
る
。
 

し
か
し
な
が
ら
、
補
足
参
考
資
料
（
平
常
時
）
の
最
低
限
実
施
が
必
要
な
項
目
に
は
該
当
し
な
い
が
、
環
境
中

の
経
時
変
化
を
把
握
す
る
上
で
参
考
と
な
る
項
目
又
は
測
定
技
術
の
保
持
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
項
目
に
つ
い
て

は
、
「
目
的
（
参
考
）
」
と
し
て
測
定
を
継
続
す
る
こ
と
と
す
る
。
 

【
鳥
取
県
に
お
け
る
平
常
時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
目
的
】
 

③
 
原
子
力
施
設
か
ら
の
予
期
し
な
い
放
射
性
物
質
又
は
放
射
線
の
放
出
の
早
期
検
出
及
び
周

辺
環
境
へ
の
影
響
評
価
 

④
 
緊
急
事
態
が
発
生
し
た
場
合
へ
の
平
常
時
か
ら
の
備
え

 

（
参
考
）
環
境
中
の
経
時
変
化
の
把
握
又
は
測
定
技
術
の
保
持
 

  
 

資
料
4
7
 

資
料

 4
9 

資
料

4
6
 

３
 
測
定
結
果
の
評
価
 

空
間
放
射
線
等
の
測
定
結
果
に
つ
い
て
は
、
過
去
の
測
定
結
果
よ
り
定
め
た
「
平
常
の
変
動
幅
」
と
比
較
し
、

こ
れ
を
超
過
し
た
項
目
に
つ
い
て
は
、
原
子
力
施
設
の
影
響
、
気
象
や
自
然
放
射
性
核
種
等
の
影
響
等
に
つ
い
て

要
因
の
調
査
を
行
う
。
 

ま
た
、
過
去
デ
ー
タ
の
蓄
積
量
が
少
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
本
調
査
結
果
に
加
え
、
全
国
調
査
デ
ー
タ
等
の

関
連
資
料
を
参
考
に
評
価
を
行
う
。
 

 ４
 
測
定
結
果
の
公
表
 

測
定
結
果
に
つ
い
て
は
、
鳥
取
県
原
子
力
安
全
顧
問
の
評
価
を
受
け
た
上
で
、
環
境
放
射
線
等
測
定
結
果
報
告

書
と
し
て
公
表
す
る
。
 

 
ま
た
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
の
空
間
放
射
線
量
率
等
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
公
表
す
る
。

 

 
 

 

ⅡⅡ
  
測測
定定
計計
画画
〔〔
島島
根根
原原
子子
力力
発発
電電
所所
周周
辺辺
〕〕

  

 １
 
実
施
範
囲
 

鳥
取
県
に
お
け
る
島
根
原
子
力
発
電
所
周
辺
の
実
施
範
囲
は
、
島
根
原
子
力
発
電
所
の
Ｕ
Ｐ
Ｚ
圏
内
（
概
ね

半
径

 
3
0
k
m）
を
対
象
地
域
と
す
る
が
、
陸
水
に
関
し
て
は
対
象
地
域
に
飲
料
水
を
供
給
す
る
水
源
地
（
Ｕ
Ｐ

Ｚ
圏
外
）
も
対
 
象
と
す
る
。
ま
た
、
海
域
に
つ
い
て
は
、
島
根
原
子
力
発
電
所
の
前
面
海
域
で
あ
る
美
保
湾

を
対
象
と
す
る
。
 

 ２
 
実
施
機
関
 

鳥
取
県
原
子
力
環
境
セ
ン
タ
ー

 

民
間
測
定
事
業
者
（
委
託
分
析
）
 

 ３
 
実
施
内
容
 

平
常
時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
目
的
ご
と
の
実
施
内
容
は
表
Ⅱ
－
３
－
１
の
と
お
り
と
す
る
。

 

 

表
Ⅱ
－
３
－
１

 
目
的
ご
と
の
実
施
項
目
と
測
定
対
象
（
島
根
原
子
力
発
電
所
周
辺
）
 

目
的
区
分
 

実
施
項
目
 

測
定
頻
度
 

測
定
対
象
 

④
緊
急
事
態
が
発

生
し
た
場
合
へ

の
平
常
時
か
ら

の
備
え
 

空
間
放
射
線
量
率
の
測
定
 

連
続
測
定

 
γ
線
 

環
境
試
料
中
の
放
射
性

物
質
の
濃
度
の
測
定
 

土
壌
 

５
年
程
度
で
計

画
さ
れ
た
地
点

全
て
で
採
取
・

測
定
（
そ
の
後

も
継
続
し
て
実

施
）

 

γ
線
放
出
核
種
 

S
r
-
9
0 

P
u
-2
38
,P
u-

23
9+
24
0
※
１
 

陸
水
 

γ
線
放
出
核
種
 

H
-
3 

S
r
-
9
0 

海
水
 

H
-
3 

（
参
考
）
環
境
中

の
経
時
変
化
の
把

握
及
び
測
定
技
術

の
保
持
 

積
算
線
量
の
測
定
 

３
ヶ
月
に
１
回

 
γ
線
 

環
境
試
料
中
の
放
射
性

物
質
の
濃
度
の
測
定
 

浮
遊
じ
ん
 

連
続
測
定
又
は

 
１
ヶ
月
に
１
回

 
全
β
 

γ
線
放
出
核
種
 

降
下
物
 

１
ヶ
月
に
１
回

連
続
採
取

 
γ
線
放
出
核
種
 

植
物
 

１
年
に
１
回

 
γ
線
放
出
核
種
 

海
水
 

１
年
に

1
回
 

γ
線
放
出
核
種
 

農
産
物
 

１
年
に
１
回

 
γ
線
放
出
核
種
 

S
r
-
9
0 

海
産
生
物
 

１
年
に
１
回

 
γ
線
放
出
核
種
 

※
１
 

P
u
-2
3
8
,
P
u-
2
3
9
+
24
0
は
、
測
定
地
点
を
変
更
し
た
場
合
に
実
施
対
象
核
種
と
す
る
。
 

  ４
 
実
施
計
画
 

 

令
和
６
年
度
の
実
施
計
画
に
つ
い
て
、
島
根
原
子
力
発
電
所
対
応
分
は
表
Ⅱ
－
４
－
１
の
と
お
り
と
す
る
。
 

   
 

表
Ⅱ
－
４
－
１

 
令
和
６
年
度
環
境
放
射
線
等
測
定
計
画
（
島
根
原
子
力
発
電
所
周
辺
）

 

 （
１
）
空
間
放
射
線
 

項
目
区
分
 

目
的

 

区
分

 
測
定
地
点

 
測
定

 

地
点

 
測
定
期
間

 
測
定

 

件
数

 
測
定
機
器

 
測
定
方
法

 

空
間
放
射
 

線
量
率
 

④
 

境
港
市
上
道
町

 

(
境
港
局

) 

米
子
市
河
崎

 

(
米
子
局

) 

2
 

連
続
測
定

 
－
 

Na
I（

Tl
）
シ
ン
チ
レ
ー
シ

ョ
ン
検
出
器
 

（
固
定
型
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ポ
ス
ト
）
 

放
射
能
測
定
法
シ
リ

ー
ズ
「
連
続
モ
ニ
タ

に
よ
る
環
境
γ
線
測

定
法
」
 

④
 

境
港
市
外
江
町

 

(
外
江
公
民
館

) 

境
港
市
竹
内
町

 

(
余
子
公
民
館

) 

境
港
市
財
ノ
木
町

 

(中
浜
公
民
館
) 

米
子
市
和
田
町

 

(
和
田
公
民
館
）
 

米
子
市
彦
名
町

 

(
彦
名
公
民
館

) 

米
子
市
大
篠
津
町

 

(大
篠
津
公
民
館
) 

米
子
市
夜
見
町

 

(
夜
見
公
民
館

) 

7
 

連
続
測
定

 
－
 

Na
I（

Tl
）
シ
ン
チ
レ
ー
シ

ョ
ン
検
出
器
 

（
可
搬
型
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ポ
ス
ト
）
 

放
射
能
測
定
法
シ
リ

ー
ズ
「
連
続
モ
ニ
タ

に
よ
る
環
境
γ
線
測

定
法
」
 

積
算
線
量
 

(
参
考

) 

境
港
市
上
道
町

 

(
境
港
局

) 

米
子
市
河
崎

 

(
米
子
局

) 

境
港
市
外
江
町

 

(
外
江
公
民
館

) 

境
港
市
渡
町

 

（
渡
公
民
館
）

 

境
港
市
竹
内
町

 

(
余
子
公
民
館

) 

境
港
市
財
ノ
木
町

 

(中
浜
公
民
館
) 

米
子
市
和
田
町

 

(
和
田
公
民
館
）
 

米
子
市
大
崎

 

（
崎
津
公
民
館
）
 

米
子
市
彦
名
町

 

(
彦
名
公
民
館

) 

9
 

4
～

6
月
 

7
～

9
月
 

1
0
～

12
月
 

1
～

3
月
 

3
6 

蛍
光
ガ
ラ
ス
線
量
計

 

放
射
能
測
定
法
シ
リ

ー
ズ
「
蛍
光
ガ
ラ
ス

線
量
計
を
用
い
た
環

境
γ
線
測
定
法
」
 

 （
２
）
大
気
浮
遊
じ
ん
全
α
及
び
全
β
放
射
能
 

項
目
区
分
 

目
的

 

区
分

 
測
定
地
点

 
測
定

 

地
点

 
測
定
期
間

 
測
定

 

件
数

 
測
定
機
器

 
測
定
方
法

 

大
気
浮
遊

じ
ん
放
射

能
 

(
参
考

) 

境
港
市
上
道
町

 

(
境
港
局

) 

米
子
市
河
崎

 

(
米
子
局

) 

2
 

連
続
測
定

 
－
 

Z
n
S(
Ag
)
＋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

シ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン
検
出
器

 

（
固
定
型
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ

ス
ト
）

 

放
射
線
測
定
法
シ
リ

ー
ズ
「
全
β
放
射
能

測
定
法
」

 

J
I
SZ
43
16
「
放
射
性

ダ
ス
ト
モ
ニ
タ
」
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ⅡⅡ
  
測測
定定
計計
画画
〔〔
島島
根根
原原
子子
力力
発発
電電
所所
周周
辺辺
〕〕

  

 １
 
実
施
範
囲
 

鳥
取
県
に
お
け
る
島
根
原
子
力
発
電
所
周
辺
の
実
施
範
囲
は
、
島
根
原
子
力
発
電
所
の
Ｕ
Ｐ
Ｚ
圏
内
（
概
ね

半
径

 
3
0
k
m）
を
対
象
地
域
と
す
る
が
、
陸
水
に
関
し
て
は
対
象
地
域
に
飲
料
水
を
供
給
す
る
水
源
地
（
Ｕ
Ｐ

Ｚ
圏
外
）
も
対

 
象
と
す
る
。
ま
た
、
海
域
に
つ
い
て
は
、
島
根
原
子
力
発
電
所
の
前
面
海
域
で
あ
る
美
保
湾

を
対
象
と
す
る
。
 

 ２
 
実
施
機
関
 

鳥
取
県
原
子
力
環
境
セ
ン
タ
ー

 

民
間
測
定
事
業
者
（
委
託
分
析
）
 

 ３
 
実
施
内
容
 

平
常
時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
目
的
ご
と
の
実
施
内
容
は
表
Ⅱ
－
３
－
１
の
と
お
り
と
す
る
。

 

 

表
Ⅱ
－
３
－
１

 
目
的
ご
と
の
実
施
項
目
と
測
定
対
象
（
島
根
原
子
力
発
電
所
周
辺
）
 

目
的
区
分
 

実
施
項
目
 

測
定
頻
度
 

測
定
対
象
 

④
緊
急
事
態
が
発

生
し
た
場
合
へ

の
平
常
時
か
ら

の
備
え
 

空
間
放
射
線
量
率
の
測
定
 

連
続
測
定

 
γ
線
 

環
境
試
料
中
の
放
射
性

物
質
の
濃
度
の
測
定
 

土
壌
 

５
年
程
度
で
計

画
さ
れ
た
地
点

全
て
で
採
取
・

測
定
（
そ
の
後

も
継
続
し
て
実

施
）

 

γ
線
放
出
核
種
 

S
r
-
9
0 

P
u
-2
38
,P
u-

23
9+
24
0
※
１
 

陸
水
 

γ
線
放
出
核
種
 

H
-
3 

S
r
-
9
0 

海
水
 

H
-
3 

（
参
考
）
環
境
中

の
経
時
変
化
の
把

握
及
び
測
定
技
術

の
保
持
 

積
算
線
量
の
測
定
 

３
ヶ
月
に
１
回

 
γ
線
 

環
境
試
料
中
の
放
射
性

物
質
の
濃
度
の
測
定
 

浮
遊
じ
ん
 

連
続
測
定
又
は

 
１
ヶ
月
に
１
回

 
全
β
 

γ
線
放
出
核
種
 

降
下
物
 

１
ヶ
月
に
１
回

連
続
採
取

 
γ
線
放
出
核
種
 

植
物
 

１
年
に
１
回

 
γ
線
放
出
核
種
 

海
水
 

１
年
に

1
回
 

γ
線
放
出
核
種
 

農
産
物
 

１
年
に
１
回

 
γ
線
放
出
核
種
 

S
r
-
9
0 

海
産
生
物
 

１
年
に
１
回

 
γ
線
放
出
核
種
 

※
１

 
P
u
-2
3
8
,
P
u-
2
3
9
+
24
0
は
、
測
定
地
点
を
変
更
し
た
場
合
に
実
施
対
象
核
種
と
す
る
。
 

  ４
 
実
施
計
画
 

 

令
和
６
年
度
の
実
施
計
画
に
つ
い
て
、
島
根
原
子
力
発
電
所
対
応
分
は
表
Ⅱ
－
４
－
１
の
と
お
り
と
す
る
。
 

   
 

表
Ⅱ
－
４
－
１

 
令
和
６
年
度
環
境
放
射
線
等
測
定
計
画
（
島
根
原
子
力
発
電
所
周
辺
）

 

 （
１
）
空
間
放
射
線
 

項
目
区
分

 
目
的
 

区
分
 

測
定
地
点
 

測
定
 

地
点
 

測
定
期
間

 
測
定
 

件
数
 

測
定
機
器

 
測
定
方
法
 

空
間
放
射

 

線
量
率

 

④
 

境
港
市
上
道
町

 

(
境
港
局
) 

米
子
市
河
崎

 

(
米
子
局
) 

2
 

連
続
測
定

 
－
 

Na
I（

Tl
）
シ
ン
チ
レ
ー
シ

ョ
ン
検
出
器
 

（
固
定
型
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ポ
ス
ト
）
 

放
射
能
測
定
法
シ
リ

ー
ズ
「
連
続
モ
ニ
タ

に
よ
る
環
境
γ
線
測

定
法
」
 

④
 

境
港
市
外
江
町

 

(
外
江
公
民
館
) 

境
港
市
竹
内
町

 

(
余
子
公
民
館
) 

境
港
市
財
ノ
木
町

 

(中
浜
公
民
館
) 

米
子
市
和
田
町

 

(
和
田
公
民
館
）
 

米
子
市
彦
名
町

 

(
彦
名
公
民
館
) 

米
子
市
大
篠
津
町

 

(大
篠
津
公
民
館
) 

米
子
市
夜
見
町

 

(
夜
見
公
民
館
) 

7
 

連
続
測
定

 
－
 

Na
I（

Tl
）
シ
ン
チ
レ
ー
シ

ョ
ン
検
出
器
 

（
可
搬
型
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ポ
ス
ト
）
 

放
射
能
測
定
法
シ
リ

ー
ズ
「
連
続
モ
ニ
タ

に
よ
る
環
境
γ
線
測

定
法
」
 

積
算
線
量

 
(
参
考
) 

境
港
市
上
道
町

 

(
境
港
局
) 

米
子
市
河
崎

 

(
米
子
局
) 

境
港
市
外
江
町

 

(
外
江
公
民
館
) 

境
港
市
渡
町

 

（
渡
公
民
館
）

 

境
港
市
竹
内
町

 

(
余
子
公
民
館
) 

境
港
市
財
ノ
木
町

 

(中
浜
公
民
館
) 

米
子
市
和
田
町

 

(
和
田
公
民
館
）
 

米
子
市
大
崎

 

（
崎
津
公
民
館
）
 

米
子
市
彦
名
町

 

(
彦
名
公
民
館

) 

9
 

4
～

6
月
 

7
～

9
月
 

1
0
～

12
月
 

1
～

3
月
 

3
6 

蛍
光
ガ
ラ
ス
線
量
計

 

放
射
能
測
定
法
シ
リ

ー
ズ
「
蛍
光
ガ
ラ
ス

線
量
計
を
用
い
た
環

境
γ
線
測
定
法
」
 

 （
２
）
大
気
浮
遊
じ
ん
全
α
及
び
全
β
放
射
能
 

項
目
区
分

 
目
的
 

区
分

 
測
定
地
点

 
測
定
 

地
点

 
測
定
期
間

 
測
定
 

件
数

 
測
定
機
器

 
測
定
方
法
 

大
気
浮
遊

じ
ん
放
射

能
 

(
参
考
) 

境
港
市
上
道
町

 

(
境
港
局
) 

米
子
市
河
崎

 

(
米
子
局
) 

2
 

連
続
測
定

 
－
 

Z
n
S(
Ag
)
＋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

シ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン
検
出
器

 

（
固
定
型
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ

ス
ト
）
 

放
射
線
測
定
法
シ
リ

ー
ズ
「
全
β
放
射
能

測
定
法
」
 

J
I
SZ
43
16
「
放
射
性

ダ
ス
ト
モ
ニ
タ
」
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（
３
）
環
境
試
料
中
の
放
射
性
核
種
分
析
 

項 目 区
 

分
 

試
料

 
部

 
位

 
目
的

 
区
分

 
採
取
地
点

 

採
取
頻
度

 
測
定
項
目

/
件
数

 

測
定
機
器

 
測
定
方
法

 
頻
度

 
採
取
月

 

γ 核 種  

H-3 

Sr-90 

大
 

気
 

浮
遊

 
じ
ん

 
－

 
(
参
考

) 

境
港
市
上
道

町
 

毎
月

 

1
2 

 
 

γ
線
放
出
核
種
：
 

ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
半

導
体
検
出
器
 

γ
線
放
出
核
種
：
 

放
射
能
測
定
法
シ
リ
ー
ズ

「
ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
半
導
体

検
出
器
に
よ
る
γ
線
ス
ペ

ク
ト
ロ
メ
ト
リ
ー
」
 

米
子
市
河
崎
 

1
2 

 
 

降
 

下
 

物
 
降
下
物

 
－

 
(
参
考

) 

境
港
市
上
道

町
 

毎
月

 

1
2 

 
 

γ
線
放
出
核
種
：
 

ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
半

導
体
検
出
器
 

γ
線
放
出
核
種
：
 

放
射
能
測
定
法
シ
リ
ー
ズ

「
ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
半
導
体

検
出
器
に
よ
る
γ
線
ス
ペ

ク
ト
ロ
メ
ト
リ
ー
」
 

米
子
市
河
崎
 

1
2 

 
 

陸
 

水
 
水
道
水

 

蛇
 

口
 

水
 

④
 

境
港
市
上
道

町
 

3
年
毎
 

年
2
回
 

R
8 

 
 

 
γ
線
放
出
核
種
：
 

ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
半

導
体
検
出
器
 

 S
r-
9
0：

 

低
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ

ン
ド
ベ
ー
タ
線
測

定
装
置
 

 
※
ト
リ
チ
ウ
ム
は

委
託
分
析
 

γ
線
放
出
核
種
：
 

放
射
能
測
定
法
シ
リ
ー
ズ

「
ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
半
導
体

検
出
器
に
よ
る
γ
線
ス
ペ

ク
ト
ロ
メ
ト
リ
ー
」
 

 S
r-
9
0：

 
放
射
能
測
定
法
シ
リ
ー
ズ

「
放
射
性
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ

ム
分
析
法
」
 

米
子
市
河
崎
 

5
,
11
月
 

2
 

2
 

2
 

原
 

水
 

④
 

米
子
市
福
市
 

R
7 

 
 

 

植
 

物
 

松
葉

 
二

 
年

 
葉

 
(
参
考

) 

境
港
市
幸
神

町
 

年
1
回
 

1
0
月
 

1
 

 
 

γ
線
放
出
核
種
：
 

ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
半

導
体
検
出
器
 

γ
線
放
出
核
種
：
 

放
射
能
測
定
法
シ
リ
ー
ズ

「
ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
半
導
体

検
出
器
に
よ
る
γ
線
ス
ペ

ク
ト
ロ
メ
ト
リ
ー
」
 

米
子
市
夜
見

町
 

年
1
回
 

1
0
月
 

1
 

 
 

土
 

壌
 

公
園

 

表
 

層
 

④
 

境
港
市
馬
場

崎
町
 

2
年
毎
 

年
1
回
 

R
7 

 
 

 
γ
線
放
出
核
種
：
 

ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
半

導
体
検
出
器
 

 S
r-
9
0：

 
低
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ

ン
ド
ベ
ー
タ
線
測

定
装
置
 

γ
線
放
出
核
種
：
 

放
射
能
測
定
法
シ
リ
ー
ズ

「
ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
半
導
体

検
出
器
に
よ
る
γ
線
ス
ペ

ク
ト
ロ
メ
ト
リ
ー
」
 

S
r-
9
0：

 

放
射
能
測
定
法
シ
リ
ー
ズ

「
放
射
性
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ

ム
分
析
法
」
 

ｸ
ﾞ
ﾗｳ
ﾝﾄ
ﾞ 

④
 

米
子
市
河
崎
 

7
月
 

1
 

 
1
 

海
 

水
 

海
水

 
表

 
層

 
水

 

④
 

(
参
考

) 

境
港
市
昭
和

町
 

2
年
毎
 

年
2
回
 

R
7 

 
 

 
γ
線
放
出
核
種
：
 

ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
半

導
体
検
出
器
 

※
ト
リ
チ
ウ
ム
は

委
託
分
析
 

γ
線
放
出
核
種
：
 

放
射
能
測
定
法
シ
リ
ー
ズ

「
ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
半
導
体

検
出
器
に
よ
る
γ
線
ス
ペ

ク
ト
ロ
メ
ト
リ
ー
」
 

米
子
市
大
篠

津
町
 

5
,
11
月
 

2
 

2
 

 

農
 

産
 

物
 

米
 

精
 

米
 

(
参
考

) 
米
子
市
夜
見

町
 

年
1
回
 

1
0
月
 

1
 

 
 

γ
線
放
出
核
種
：
 

ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
半

導
体
検
出
器
 

 S
r-
9
0：

 
低
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ

ン
ド
ベ
ー
タ
線
測

定
装
置
 

γ
線
放
出
核
種
：
 

放
射
能
測
定
法
シ
リ
ー
ズ

「
ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
半
導
体

検
出
器
に
よ
る
γ
線
ス
ペ

ク
ト
ロ
メ
ト
リ
ー
」
 

S
r-
9
0：

 

放
射
能
測
定
法
シ
リ
ー
ズ

「
放
射
性
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ

ム
分
析
法
」
 

白
ネ
ギ

 
可

 
食

 
部

 
(
参
考

) 
境
港
市
中
海

干
拓
地
 

年
1
回
 

1
2
月
 

1
 

 
 

ﾀ
ﾞ
ｲｺ
ﾝ 

根
 

(
参
考

) 
境
港
市
中
海

干
拓
地
 

年
1
回
 

1
2
月
 

1
 

 
 

海
 

産
 

生
 

物
 

ワ
カ
メ

 
可

 
食

 
部

 
(
参
考

) 
境
港
市
近
海
 

年
1
回
 

4
月
 

1
 

 
 

γ
線
放
出
核
種
：
 

ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
半

導
体
検
出
器
 

γ
線
放
出
核
種
：
 

放
射
能
測
定
法
シ
リ
ー
ズ

「
ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
半
導
体

検
出
器
に
よ
る
γ
線
ス
ペ

ク
ト
ロ
メ
ト
リ
ー
」
 

ｲ
ﾜ
ｶﾞ
ｷ 

身
 

(
参
考

) 
境
港
市
近
海
 

年
1
回
 

7
月
 

1
 

 
 

セ
イ
ゴ

 
身

 
(
参
考

) 
境
港
市
近
海
 

年
1
回
 

1
月
  

1
 

 
 

ナ
マ
コ

 
身

 
(
参
考

) 
境
港
市
近
海
 

年
1
回
 

3
月
 

1
 

 
 

合
計

 
 6
2 

4
 

3
 

 
 

  

５
 
測
定
地
点
（
令
和
６
年
度
実
施
分
）

 
測
定
地
点
に
つ
い
て
は
、
図
Ⅱ
－
５
－
１
、
図
Ⅱ
－
５
－
２
の
と
お
り
 

 
図
Ⅱ
－
５
－
１

 
空
間
放
射
線
量
率
測
定
地
点
 

 

 
図
Ⅱ
－
５
－
２

 
環
境
試
料
採
取
地
点
 

 ６
 
測
定
方
法
及
び
測
定
機
器

 
 

216



表
Ⅱ
－
６
－
１

 
測
定
方
法
及
び
測
定
機
器
 

調
査
項
目

 
測
定
方
法

 
測
定
機
器

 

空 間 放 射 線
 

空
間
放
射

 

線
量
率

 

N
a
I
放
射
線
量
率
測

定
装
置

 

連
続
測
定

 

 放
射
能
測
定
法
シ
リ
ー
ズ

「
連
続
モ
ニ
タ
に
よ
る
環
境

γ
線
測
定
法
」

 

N
a
I(
Tl
)
シ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン
検
出
器

 

（
固
定
型
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
）

 

日
立
製
作
所
製

 
M
S
R-

R5
4-

21
54
5R
1 

（
可
搬
型
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
）

 

富
士
電
機
製

 
N
A
H3
74
01

-B
-B
Y2
YY

-
S 

日
立
製
作
所
製

 
M
A
R-

15
61
BR
3 
 

積
算
線
量

 
積
算
線
量
計

 

連
続
測
定

 

 放
射
能
測
定
法
シ
リ
ー
ズ

「
蛍
光
ガ
ラ
ス
線
量
計
を
用

い
た
環
境
γ
線
測
定
法
」

 

蛍
光
ガ
ラ
ス
線
量
計
（

R
P
LD
）
 

千
代
田
テ
ク
ノ
ル
製

 
ガ
ラ
ス
線
量
計
素
子

 

大 気
 

浮
遊
じ
ん

 

放
射
能

 

放
射
性

 

ダ
ス
ト
モ
ニ
タ

 

連
続
測
定

 

 放
射
線
測
定
法
シ
リ
ー
ズ

「
全
β
放
射
能
測
定
法
」

J
I
SZ
43
16
「
放
射
性
ダ
ス
ト

モ
ニ
タ
」

 

（
2
0
0L
/
分
で
３
時
間
集
じ

ん
後
、
３
時
間
測
定
）

 

Z
n
S(
Ag
)
＋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
シ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン

検
出
器

 

日
立
製
作
所
製

 
D
S
M-

RC
52

-2
00
89

-
1 

環 境 試 料 中 放 射 性 核 種
 

浮
遊
じ
ん

 
捕
集
フ
ィ
ル
タ
ー

 

γ
線
ス
ペ
ク
ト
ロ
メ
ト
リ
ー

 

 放
射
能
測
定
法
シ
リ
ー
ズ

「
ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
半
導
体
検

出
器
に
よ
る
γ
線
ス
ペ
ク
ト

ロ
メ
ト
リ
ー
」

 

 

ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
半
導
体
検
出
器

 

セ
イ
コ
ー
・
イ
ー
ジ
ー
ア
ン
ド
ジ
ー
製

 

G
E
M3
0-

70
 

降
下
物

 
濃
縮
物

 

陸
水

 
水
試
料

/
濃
縮
物

 

植
物

 
灰
化
物

 

土
壌

 
生
試
料

/
風
乾
物

 

海
水

 
吸
着
物

 

農
産
物

 
生
試
料

/
 

灰
化
物

※
１
 

海
産
生
物

 

陸
水

 

水
試
料

 

ト
リ
チ
ウ
ム
分
析

 

 放
射
能
測
定
法
シ
リ
ー
ズ

「
ト
リ
チ
ウ
ム
分
析
法
」

 

低
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
液
体
シ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン

 

測
定
装
置

 

（
委
託
分
析
に
よ
り
実
施
）

 
海
水

 

陸
水

 

化
学
処
理
後
の
沈

殿
物

 

放
射
化
学
分
析

 

 放
射
能
測
定
法
シ
リ
ー
ズ

「
放
射
性
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム

分
析
法
」

 

低
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
ベ
ー
タ
線
測
定
装
置

 

日
立
製
作
所
製

 
L
B
C-

45
01
 

土
壌

 

農
産
物

 

※
１

 
生
試
料
を
測
定
後
、
灰
化
処
理
し
て
再
度
測
定

 

  
 

ⅢⅢ
  
測測
定定
計計
画画
〔〔
人人
形形
峠峠
環環
境境
技技
術術
セセ
ンン
タタ
ーー
周周
辺辺
〕〕

  
 １

 
実
施
範
囲
 

鳥
取
県
に
お
け
る
人
形
峠
環
境
技
術
セ
ン
タ
ー
周
辺
の
実
施
範
囲
は
、
緊
急
時
に
お
い
て
周
辺
住
民
や
環
境

 
へ

の
影
響
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
当
該
事
業
所
周
辺
の
地
形
や
集
落
を
考
慮
し
て
、
概
ね
半
径
５

km
 
を

 

対
象
地
域
と
す
る
。
 

 ２
 
実
施
機
関
 

鳥
取
県
原
子
力
環
境
セ
ン
タ
ー

 

中
部
総
合
事
務
所
環
境
建
築
局
（
※
人
形
峠
環
境
技
術
セ
ン
タ
ー
周
辺
の
試
料
採
取
等
）

 

民
間
測
定
事
業
者
（
委
託
分
析
）
 

 ３
 
実
施
内
容
 

平
常
時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
目
的
ご
と
の
実
施
内
容
は
表
Ⅲ
－
３
－
１
の
と
お
り
と
す
る
。

 

 

表
Ⅲ
－
３
－
１

 
目
的
ご
と
の
実
施
項
目
と
測
定
対
象
（
人
形
峠
環
境
技
術
セ
ン
タ
ー
周
辺
）
 

目
的
区
分
 

実
施
項
目
 

測
定
頻
度
 

測
定
対
象
 

③
原
子
力
施
設
か

ら
の
予
期
し
な

い
放
射
性
物
質

又
は
放
射
線
の

放
出
の
早
期
検

出
及
び
周
辺
環

境
へ
の
影
響
評

価
 

大
気
中
の
放
射
性
物

質
等
の
濃
度
の
測
定
 

大
気
浮
遊
じ
ん
 

連
続
測
定
 

全
α
 

大
気
 

連
続
測
定
 

H
F
 

（
参
考
）
環
境
中
の

経
時
変
化
の
把
握

及
び
測
定
技
術
の

保
持
 

空
間
放
射
線
量
率
の
測
定
 

連
続
測
定

 
γ
線
 

積
算
線
量
の
測
定
 

３
ヶ
月
に

1
回
 
γ
線
 

環
境
試
料
中
の
放
射
性

物
質
の
濃
度
の
測
定
 

土
壌
 

５
年
程
度
で
計

画
さ
れ
た
地
点

全
て
で
採
取
・

測
定
（
そ
の
後

も
継
続
し
て
実

施
）

 

U
-
2
3
5、

U
-
23
8 

陸
水
 

U
-
2
3
8 

農
産
物
 

U
-
2
3
5、

U
-
23
8 

 ４
 
実
施
計
画
 

令
和
６
年
度
の
実
施
計
画
に
つ
い
て
、
人
形
峠
環
境
技
術
セ
ン
タ
ー
対
応
分
は
表
Ⅲ
－
４
－
１
の
と
お
り
と
す

る
。
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表
Ⅲ
－
４
－
１

 
令
和
６
年
度
環
境
放
射
線
等
測
定
計
画
（
人
形
峠
環
境
技
術
セ
ン
タ
ー
周
辺
）
 

 （
１
）
空
間
放
射
線
 

項
目

 

区
分

 

目
的

 

区
分

 
測
定
地
点

 
測
定

 

地
点

 
測
定
期
間

 
測
定
 

件
数
 

測
定
機
器

 
測
定
方
法

 

空
間
放

射
線
量

率
 

(
参
考

) 
三
朝
町
木
地
山

(
木
地
山
局

) 
1
 

連
続
測
定

 
－

 

N
a
I
（
T
l
）
シ
ン

チ
レ
ー
シ
ョ
ン
検

出
器

 

固
定
型
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
ポ
ス
ト
 

放
射
能
測
定
法
シ
リ
ー

ズ
「
連
続
モ
ニ
タ
に
よ

る
環
境
γ
線
測
定
法
」

 

積
算
線

量
 

(
参
考

) 

三
朝
町
栗
祖
（
栗
祖
）

 

三
朝
町
加
谷
（
加
谷
公
民

館
）

 

三
朝
町
穴
鴨
（
穴
鴨
公
民

館
）

 

三
朝
町
小
河
内
（
小
河
内
公

民
館
付
近
）

 

三
朝
町
福
吉
（
福
吉
公
民

館
）

 

三
朝
町
柿
谷
（
実
光
公
民

館
）

 

三
朝
町
鉛
山
（
鉛
山
公
民

館
）

 

7
 

4
～

6
月
 

7
～

9
月
 

1
0
～

12
月
 

1
～

3
月
 

2
8 

蛍
光
ガ
ラ
ス
線
量

計
 

放
射
能
測
定
法
シ
リ
ー

ズ
「
蛍
光
ガ
ラ
ス
線
量

計
を
用
い
た
環
境
γ
線

測
定
法
」

 

（
２
）
大
気
浮
遊
じ
ん
全
α
放
射
能
、
大
気
中
フ
ッ
素
 

項
目
区
分

 
目
的
 

区
分
 
測
定
地
点

 
測
定

 

地
点

 

測
定

 

期
間

 

測
定

 

件
数

 
測
定
機
器

 
測
定
方
法

 

大 気
 

浮
遊

 

じ
ん

 

放
射
能

 
③

 

三
朝
町
木

地
山

(
木

地
山
局

)
 

1
 

連
続

 

測
定

 

－
 

Z
n
S(
Ag
)
シ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン
検
出
器

 

固
定
型
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト

 

放
射
線
測
定
法
シ
リ
ー
ズ
「
全
β

放
射
能
測
定
法
」
 

J
IS
Z
43
1
6「
放
射
性
ダ
ス
ト
モ
ニ

タ
」
 

フ
ッ
素

 
－

 
双
イ
オ
ン
電
極
測
定
法
電
位
差
計

 

固
定
型
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト

 

J
IS
K
01
0
5「
排
ガ
ス
中
の
ふ
っ
素

化
合
物
分
析
方
法
」
 

（
３
）
環
境
試
料
中
の
放
射
性
核
種
分
析
 

項
目

区
分
 

試
料

 
部
位

 
目
的

 

区
分

 
採
取
地
点

 
採
取
頻
度

 
測
定
項
目

/
件
数

 
測
定
機
器

 
測
定
方
法

 
頻
度

 
採
取
月

 
U
-
23
5
 

U
-
23
8 

陸 水
 

水
道
水

 
蛇
口
水

 
(
参
考

) 

三
朝
町
木
地
山
 

2
年
毎
 

年
2
回
 

R
7 

 
 

I
CP
質
量
分
析

装
置

 

放
射
能
測
定

法
シ
リ
ー
ズ

「
ウ
ラ
ン
分

析
法
」

 

三
朝
町
小
河
内
 

7
,
11
月
 

 
2
 

土 壌
 

水
田
土

 
表
層

 
(
参
考

) 
三
朝
町
加
谷
 

3
年
毎
 

年
2
回
 

R
8 

 
 

(
シ
リ
コ
ン
半

導
体
検
出
器

)
 

※
U
-
23
5
、
U
-

2
38
は
委
託
分

析
 

放
射
能
測
定

法
シ
リ
ー
ズ

「
ウ
ラ
ン
分

析
法
」

 

三
朝
町
小
河
内
 

7
,
11
月
 

2
 

2
 

未
耕
土

 
表
層

 
(
参
考

) 
三
朝
町
栗
祖
 

R
7 

 
 

農 産 物
 

米
 

精
米

 
(
参
考

) 

三
朝
町
加
谷
 

年
1
回
 

1
1
月
 

1
 

1
 

(
シ
リ
コ
ン
半

導
体
検
出
器

)
 

※
U
-
23
5
、
U
-

2
38
は
委
託
分

析
 

放
射
能
測
定

法
シ
リ
ー
ズ

「
ウ
ラ
ン
分

析
法
」

 

三
朝
町
小
河
内
 

年
1
回
 

1
1
月
 

1
 

1
 

植 物
 

杉
葉

 
－

 
(
参
考

) 
三
朝
町
栗
祖
 

年
2
回
 

7
,
11
月
 

2
 

2
 

(
シ
リ
コ
ン
半

導
体
検
出
器

)
 

※
U
-
23
5
、
U
-

2
38
は
委
託
分

析
 

放
射
能
測
定

法
シ
リ
ー
ズ

「
ウ
ラ
ン
分

析
法
」

 

 
合
計

 
 

6
 

8
 

 
 

 

５
 
測
定
地
点
（
令
和
６
年
度
実
施
分
）

 
測
定
地
点
に
つ
い
て
は
、
図
Ⅲ
－
５
－
１
、
図
Ⅲ
－
５
－
２
の
と
お
り
 

 
図
Ⅲ
－
５
－
１

 
空
間
放
射
線
量
率
測
定
地
点
 

 

 
図
Ⅲ
－
５
－
２

 
環
境
試
料
採
取
地
点
 

 

５５
km

 

人人
形形
峠峠
環環
境境
技技
術術
セセ
ンン
タタ
ーー

 

N 

◇◇2
6

 三
朝
町

 
倉
吉
市

 

鳥
取
市

 
 

鏡
野
町

 
 

津
山
市

 
 

□□21
 ◇◇2

3
 ◇◇2

4
 
◇◇2

5
 

◇◇2
2

 

◇◇2
7

 

◇◇2
8

 

真
庭
市

 
 

番
号

測
定
場
所

測
定
地
点
名

21
三
朝
町
木
地
山

木
地
山
局

22
三
朝
町
栗
祖

栗
祖

23
三
朝
町
福
吉

福
吉

24
三
朝
町
柿
谷

実
光

25
三
朝
町
鉛
山

鉛
山

26
三
朝
町
加
谷

加
谷

27
三
朝
町
穴
鴨

穴
鴨

28
三
朝
町
小
河
内

小
河
内

□
：
線
量
率
（
固
定
局
）

◇
：
積
算
線
量

（
小
河
内
）

 
 

（
鉛
山
）

 
 

（
実
光
）

 
 

（
福
吉
）

 
 

（
栗
祖
）

 
 

（
木
地
山
）

 
 

（
加
谷
）

 
 

（
穴
鴨
）

 
 

人人
形形
峠峠
環環
境境
技技
術術
セセ
ンン
タタ
ーー
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６
 
測
定
方
法
及
び
測
定
機
器

 
 

表
Ⅲ
－
６
－
１

 
測
定
法
及
び
測
定
機
器
 

調
査
項
目

 
分
析
方
法

 
測
定
機
器

 

空 間 放 射 線
 

空
間
放
射

 

線
量
率

 

N
a
I
放
射
線
量
率
 

測
定
装
置

 

連
続
測
定

 

 放
射
能
測
定
法
シ
リ
ー
ズ

「
連
続
モ
ニ
タ
に
よ
る
環
境

γ
線
測
定
法
」

 

N
a
I
（
T
l
）
シ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン
検
出
器

 

日
立
製
作
所
製

 
M
S
R-

R5
4-

21
03

4R
1 

（
固
定
型
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
）

 

積
算
線
量

 
積
算
線
量
計

 

連
続
測
定

 

 放
射
能
測
定
法
シ
リ
ー
ズ

「
蛍
光
ガ
ラ
ス
線
量
計
を
用

い
た
環
境
γ
線
測
定
法
」

 

蛍
光
ガ
ラ
ス
線
量
計
（

R
P
LD
）
 

千
代
田
テ
ク
ノ
ル
製

 
ガ
ラ
ス
線
量
計
素
子

 

大 気
 

浮
遊
じ
ん

 

放
射
能

 

放
射
性
ダ
ス
ト

 

モ
ニ
タ

 

連
続
測
定

 

 放
射
線
測
定
法
シ
リ
ー
ズ

「
全
β
放
射
能
測
定
法
」
、

J
I
SZ
43
16
「
放
射
性
ダ
ス
ト

モ
ニ
タ
」

 

（
2
5
0L
/
分
で
３
時
間
集
じ

ん
し
、
３
時
間
経
過
後
、
３

時
間
測
定
）

 

Z
n
S(
Ag
)
シ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン
検
出
器

 

日
立
製
作
所
製

 
M
D
R-

RC
52

-2
17
25

 

（
固
定
型
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
）

 

フ
ッ
素

 

大
気
中
フ
ッ
素
化

合
物
自
動
計
測
装

置
 

連
続
測
定

 

 J
I
SK

01
05
「
排
ガ
ス
中
の
ふ

っ
素
化
合
物
分
析
方
法
」

 

（
イ
オ
ン
電
極
法
・

2
0
L/
分

で
３
時
間
捕
集
）

 

双
イ
オ
ン
電
極
測
定
法
電
位
差
計

 

京
都
電
子
工
業
製

 
H
F
-4

8 
 

（
固
定
型
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
）

 

環 境 試 料
 

陸
水

 
水
道
水

 

I
C
P
質
量
分
析
法
 

 放
射
能
測
定
法
シ
リ
ー
ズ

「
ウ
ラ
ン
分
析
法
」

 

I
C
P
質
量
分
析
装
置
 

パ
ー
キ
ン
エ
ル
マ
ー
ジ
ャ
パ
ン
製

N
e
x
IO
N 

1
0
00
 

土
壌

 
水
田
土
、
未
耕
土

 
放
射
化
学
分
析

 

 放
射
能
測
定
法
シ
リ
ー
ズ

「
ウ
ラ
ン
分
析
法
」

 

α
線
ス
ペ
ク
ト
ロ
メ
ト
リ
ー

 

（
委
託
分
析
に
よ
り
実
施
）

 
農
産
物

 
米

 

植
物

 
杉
葉

 

    
 

 

 
 

ココ
ンン
クク
リリ
ーー
トト
屋屋
内内
退退
避避
施施
設設
一一
覧覧

  
◎
米
子
市
：
コ
ン
ク
リ
ー
ト
屋
内
退
避
施
設
の
看
板
設
置
一
覧
（９
箇
所
） 

施
 
設
 
名
 

住
 

所
 

大
篠
津
公
民
館
 

米
子
市
大
篠
津
町
１
６
１
９
－
１
 

崎
津
公
民
館
 

米
子
市
大
崎
１
４
６
６
－
４
 

和
田
公
民
館
 

米
子
市
和
田
町
１
８
２
９
－
１
 

富
益
公
民
館
 

米
子
市
富
益
町
７
８
８
 

彦
名
公
民
館
 

米
子
市
彦
名
町
２
８
５
０
－
２
 

夜
見
公
民
館
 

米
子
市
夜
見
町
１
６
７
９
－
１
１
 

河
崎
公
民
館
 

米
子
市
河
崎
２
６
２
０
 

加
茂
公
民
館
 

米
子
市
両
三
柳
３
２
９
２
 

住
吉
公
民
館
 

米
子
市
旗
ヶ
崎
７
丁
目
１
７
－
３
０
 

 
◎
境
港
市
：
コ
ン
ク
リ
ー
ト
屋
内
退
避
施
設
の
看
板
設
置
一
覧
（1

7
箇
所
） 

境
港
市
立
渡
小
学
校
 

境
港
市
渡
町
９
０
１
番
地
 

境
港
市
立
外
江
小
学
校
 

境
港
市
外
江
町
２
１
０
５
番
地
 

境
港
市
立
境
小
学
校
 

境
港
市
湊
町
２
７
番
地
 

境
港
市
立
上
道
小
学
校
 

境
港
市
上
道
町
３
０
２
６
番
地
 

境
港
市
立
余
子
小
学
校
 

境
港
市
竹
内
町
３
１
１
７
番
地
 

境
港
市
立
中
浜
小
学
校
 

境
港
市
麦
垣
町
４
３
２
番
地
 

旧
誠
道
小
学
校
 

境
港
市
誠
道
町
２
０
６
２
番
地
 

境
港
市
立
第
一
中
学
校
 

境
港
市
上
道
町
１
８
４
０
番
地
 

境
港
市
立
第
二
中
学
校
 

境
港
市
竹
内
町
２
４
３
８
番
地
 

境
港
市
立
第
三
中
学
校
 

境
港
市
外
江
町
１
３
７
２
番
地
 

境
港
市
渡
公
民
館
 

境
港
市
渡
町
１
３
５
６
番
地
の
１
 

境
港
市
外
江
公
民
館
 

境
港
市
外
江
町
２
０
６
２
番
地
１
 

境
港
市
境
公
民
館
 

境
港
市
湊
町
１
番
地
 

境
港
市
上
道
公
民
館
 

境
港
市
上
道
町
３
１
８
６
番
地
 

境
港
市
余
子
公
民
館
 

境
港
市
竹
内
町
３
９
３
番
地
の
２
 

境
港
市
誠
道
公
民
館
 

境
港
市
誠
道
町
２
２
０
番
地
の
３
 

境
港
市
中
浜
公
民
館
 

境
港
市
財
ノ
木
町
６
６
８
番
地
 

  

放放
射射
線線
防防
護護
対対
策策
施施
設設
一一
覧覧

  
速
や
か
な
避
難
が
困
難
な
方
が
一
時
的
に
屋
内
退
避
で
き
る
施
設
（
気
密
性
の
確
保
、
放
射
性
物
質
の
影
響
緩
和
 

（
外
気
の
放
射
性
物
質
除
去
等
）
等
の
対
策
を
実
施
）
 

 

施
 

設
 

名
 

電
話
番
号
 

社
会
福
祉
法
人
恩
賜
財
団

 鳥
取
県
済
生
会
境
港
総
合
病
院
 (
 
境
港
市
米
川
町
4
4
番
地
 
) 

08
59
-4

2-
31
61
 

社
会
福
祉
法
人
し
ら
ゆ
り
会
「
光
洋
の
里
」
（
境
港
市
渡
町
2
4
8
0
）
 

08
59
-4

5-
54
00
 

医
療
法
人
・
社
会
福
祉
法
人
真
誠
会
「
弓
浜
ホ
ス
ピ
タ
ウ
ン
」
（
米
子
市
大
崎
15
11
-1
）
 

08
59
-4

8-
23
31
 

医
療
法
人
・
社
会
福
祉
法
人
真
誠
会
「
介
護
老
人
保
健
施
設
ゆ
う
と
ぴ
あ
」
（
米
子
市
河
崎
5
81
-
3
）
 

08
59
-2

4-
56
66
 

  

資
料

 5
0 

資
料

4
7
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原原
子子
力力
防防
災災
講講
演演
会会
のの
開開
催催
状状
況況
（（
令令
和和
４４
年年
度度
以以
前前
））
  

第第
11
33
回回
（（
令令
和和
４４
年年
度度
））
※
リ
モ
ー
ト
講
演
 

日
 
 
時
 

令
和

4
年

7
月

30
日
（
土
）
1
3
：3

0
 ～

 1
5：

0
0 

7
月

31
日
（日
）
1
3：

3
0
 ～

 1
5
：0

0
 

会
 
 
場
 

国
際
フ
ァ
ミ
リ
ー
プ
ラ
ザ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー
ル
 

境
港
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
中
会
議
室
 

参
 
加
 者

 
県
民
等
 
1
5
 名

 
県
民
等
 
1
2
 名

 

内
 
 
容
 

事
故
防
止
と
原
子
力
災
害
対
応
の
し
く
み
 

講
 
 
師
 

福
山
大
学

 
名
誉
教
授
 
占
部

 
逸
正
 氏
（
県
原
子
力
安
全
顧
問
）
 

実
施
体
制
 

主
催
：
鳥
取
県
・
境
港
市
・
米
子
市
、
後
援
：
西
部
町
村
 

第第
11
22
回回
（（
令令
和和
３３
年年
度度
））
※
リ
モ
ー
ト
講
演
 

日
 
 
時
 

令
和

3
年

6
月

 2
6 
日
（
土
）
1
3
：3

0
 ～

 1
5：

0
0 

6
月

27
 日
（日
）
1
3：

3
0
 ～

 1
5
：0

0
 

会
 
 
場
 

米
子
市
立
図
書
館
多
目
的
研
修
室
 

境
港
市
保
険
相
談
セ
ン
タ
ー
講
堂
 

参
 
加
 者

 
県
民
等
約

 
26
 
名
 

県
民
等
 
約
 ７

 名
 

内
 
 
容
 

放
射
線
被
ば
く
と
健
康
影
響
 

講
 
 
師
 

長
崎
大
学
医
学
部
 
原
発
後
障
害
医
療
研
究
所
 
教
授
 
高
村
 
昇
 氏

 

実
施
体
制
 

主
催
：
鳥
取
県
・
境
港
市
・
米
子
市
、
後
援
：
西
部
町
村
 

第第
11
11
回回
（（
令令
和和
２２
年年
度度
））
※
リ
モ
ー
ト
講
演
 

日
 
 
時
 

令
和
２
年

 9
 月

 5
 日
（土
）1

3：
30

 ～
 1

5：
00
 

9
月

 6
 日
（
日
）1

0
：
3
0 
～

 1
2
：0

0
 

会
 
 
場
 

境
港
市
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
講
堂
 

米
子
市
福
祉
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
会
議
室
 

参
 
加
 者

 
県
民
等
約

 
10
 
名
 

県
民
等
 
約
 1
9
 名

 

内
 
 
容
 

目
に
見
え
な
い
放
射
線
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
 

講
 
 
師
 

東
京
都
市
大
学
工
学
部
 
原
子
力
研
究
所
 
客
員
准
教
授
 
岡
田
 
往
子
氏
 

実
施
体
制
 

主
催
：
鳥
取
県
・
境
港
市
・
米
子
市
、
後
援
：
西
部
町
村
 

第第
11
00
回回
（（
令令
和和
元元
年年
度度
））
 

日
 
 
時
 

令
和
元
年

 7
 月

 6
 日
（土
）1

3：
30

 ～
 1

5：
50
 

7
 月

 7
 日
（
日
）1

0
：
30

 ～
 1

3：
5
0
 

会
 
 
場
 

境
港
市
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
講
堂
 

米
子
市
立
図
書
館
 
多
目
的
研
修
室
 

参
 
加
 者

 
県
民
等
約

 
43
 
名
 

県
民
等
 
約
 4
4
 名

 

内
 
 
容
 

放
射
線
の
人
体
へ
の
影
響
」
～
原
子
力
災
害
時
に
お
け
る
住
民
の
対
応
～
 

講
 
 
師
 

横
浜
薬
科
大
学
健
康
薬
学
科
／
放
射
線
科
学
研
究
室
 
教
授
 
加
藤
 真
介
氏
 

実
施
体
制
 

主
催
：
鳥
取
県
・
境
港
市
・
米
子
市
、
後
援
：
西
部
町
村
 

第第
９９
回回
（（
平平
成成
33
00
年年
度度
））
 

日
 
 
時
 

平
成

30
年

7
月

 8
 日

 (
 日

 )
10
：3

0 
～

 1
2：

10
 

会
 
 
場
 

境
港
市
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
講
堂

 
  
 
※
米
子
会
場
は
大
雨
警
報
発
令
等
の
た
め
中
止
 

参
 
加
 者

 
県
民
等
約

 
85
 
名
 

内
 
 
容
 

原
子
力
災
害
時
の
対
応
方
法
 

講
 
 
師
 

東
京
大
学
特
任
専
門
職
員

 飯
塚

 
 
裕
幸
氏
 

実
施
体
制
 

主
催
：
鳥
取
県
・
米
子
市
・
境
港
市
、
後
援
：
西
部
町
村
 

第第
８８
回回
（（
平平
成成
22
99
年年
度度
））
 

日
 
 
時
 

平
成

29
年
６
月

17
 日
（土
）1

3:
30

 ～
15

:0
0 

６
月

1
8
日
（
日
）1

0
:0

0
 ～

1
1
:3

0
 

会
 
 
場
 

米
子
市
役
所
本
庁
舎
４
階

40
1
会
議
室
 

境
港
市
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
講
堂
 

参
 
加
 者

 
県
民
等
約

 
50
 
名
 

県
民
等
 
約
 5
0
 名

 

資
料

 5
0 

資
料

4
8
 

内
 
 
容
 

放
射
線
と
私
た
ち
の
健
康
～
長
崎
大
学
川
内
村
復
興
推
進
拠
点
で
の
活
動
～
 

講
 
 
師
 

長
崎
大
学
原
爆
後
障
害
医
療
研
究
所
助
教
 
折
田
 
真
紀
子
氏

 

実
施
体
制
 

主
催
：
鳥
取
県
・
米
子
市
・
境
港
市
、
後
援
：
西
部
町
村
 

第第
７７
回回
（（
平平
成成
22
88
年年
度度
））
 

日
 
 
時
 

平
成

28
年
６
月
９
日
（日
）1

3:
30

 ～
 1

5:
30
 

会
 
 
場
 

米
子
市
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い
の
里
大
会
議
室

 

参
 
加
 者

 
県
民
等
約

 
12
0
 名

 

内
 
 
容
 

放
射
線
被
ば
く
に
よ
る
人
体
へ
の
影
響
と
そ
の
防
護
 

講
 
 
師
 

弘
前
大
学
被
ば
く
医
療
総
合
研
究
所
教
授
 
床
次
 
眞
司
氏
 

実
施
体
制
 

主
催
：
鳥
取
県
・
米
子
市
・
境
港
市
、
後
援
：
西
部
町
村
 

第第
６６
回回
（（
平平
成成
22
77
年年
度度
））
 

日
 
 
時
 

平
成

27
年
５
月

16
 日
（土
）1

3:
30

 ～
 1

5:
30
 

会
 
 
場
 

夢
み
な
と
タ
ワ
ー
夢
み
な
と
シ
ア
タ
ー
 

参
 
加
 者

 
県
民
等
約

 
14
0
 名

 

内
 
 
容
 

放
射
線
の
基
礎
知
識
・
放
射
線
被
ば
く
と
人
体
へ
の
影
響
 

講
 
 
師
 

長
崎
大
学
原
爆
後
障
害
医
療
研
究
所
教
授
 
高
村
 
昇
氏
 

実
施
体
制
 

主
催
：
鳥
取
県
・
米
子
市
・
境
港
市
、
後
援
：
西
部
町
村
 

第第
５５
回回
（（
平平
成成
22
66
年年
度度
））
 

日
 
 
時
 

平
成

26
年
４
月

19
日
（土
）1

3:
30

 ～
 1

5:
30
 

会
 
 
場
 

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル
 

参
 
加
 者

 
県
民
等
約

 
11
0
 名

 

内
 
 
容
 

放
射
線
の
基
礎
と
リ
ス
ク
の
考
え
方
 

講
 
 
師
 

広
島
大
学
大
学
院
工
学
研
究
院
教
授
 
遠
藤
 
暁
氏
（
県
原
子
力
防
災
専
門
家
委
員
）
 

実
施
体
制
 

主
催
：
鳥
取
県
・
米
子
市
・
境
港
市
、
後
援
：
西
部
町
村
 

第第
４４
回回
（（
平平
成成
22
55
年年
度度
））
※
国
民
保
護
講
座
と
し
て
開
催
 

日
 
 
時
 

平
成

26
年
１
月

26
 日
（日
）1

3:
30

 ～
 1

5:
10
 

会
 
 
場
 

さ
ざ
ん
か
会
館
（
鳥
取
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
大
会
議
室

 

参
 
加
 者

 
県
民
等
定
員
：

2
00
 
名
 

内
 
 
容
 

放
射
線
の
基
礎
知
識
と
防
護
対
策
 

講
 
 
師
 

福
山
大
学
工
学
部
教
授
 
占
部
 
逸
正
氏
（
県
原
子
力
防
災
専
門
家
委
員
）
 

実
施
体
制
 

主
催
：
鳥
取
県
、
後
援
：
東
部
市
町
 

第第
３３
回回
（（
平平
成成
22
55
年年
度度
））
 

日
 
 
時
 

平
成

25
年
８
月

18
日
（日
）1

0:
00

 ～
 1

2:
00
 

会
 
 
場
 

境
港
市
文
化
ホ
ー
ル
 

参
 
加
 者

 
県
民
等
約

 
18
0
 名

 

内
 
 
容
 

放
射
線
か
ら
ま
も
る
－
被
ば
く
と
健
康
リ
ス
ク
を
考
え
る
 

講
 
 
師
 

大
分
県
立
看
護
科
学
大
学
教
授

 
甲
斐
 
倫
明
氏
（
県
原
子
力
防
災
専
門
家
委
員
）
 

実
施
体
制
 

主
催
：
鳥
取
県
・
米
子
市
・
境
港
市
、
後
援
：
西
部
町
村
 

第第
２２
回回
（（
平平
成成
22
44
年年
度度
））
※
国
民
保
護
講
座
と
し
て
開
催
 

日
 
 
時
 

平
成

25
年
２
月

17
日
（日
）1

0:
00

 ～
 1

2:
00
 

会
 
 
場
 

米
子
市
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い
の
里
大
会
議
室

 

参
 
加
 者

 
県
民
等
定
員
：

3
00
 
名
 

内
 
 
容
 

放
射
線
の
基
礎
知
識
、
放
射
線
か
ら
の
防
護
対
策
 

講
 
 
師
 

(
独

)
放
射
線
医
学
総
合
研
究
所
主
任
研
究
員
 勝
部
 孝
則
氏

 

実
施
体
制
 

主
催
：
鳥
取
県
・
米
子
市
・
境
港
市
、
後
援
：
西
部
町
村
・
自
衛
隊
鳥
取
地
方
協
力
本
部

 
 

 

第 第
１１
回回
（（
平平
成成
22
33
年年
度度
））
※
国
民
保
護
講
座
と
し
て
開
催
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日
 
 
時
 

平
成

24
年
１
月

14
 日
（土
）1

0:
30

 ～
 1

2:
00
 

会
 
 
場
 

米
子
市
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い
の
里
大
会
議
室

 

参
 
加
 者

 
県
民
等
定
員
：

3
00
 
名
 

内
 
 
容
 

原
子
力
災
害
時
に
お
け
る
被
ば
く
医
療
 

講
 
 
師
 

（
独
）
放
射
線
医
学
総
合
研
究
所
特
別
上
席
研
究
員
 
山
田
 
裕
司
氏
 

実
施
体
制
 

主
催
：
鳥
取
県
・
米
子
市
・
境
港
市
、
後
援
：
西
部
町
村
・
自
衛
隊
鳥
取
地
方
協
力
本
部

 

   

放放
射射
線線
研研
修修
会会
（（
講講
演演
会会
））
のの
開開
催催
状状
況況
（（
令令
和和
４４
年年
度度
以以
前前
））
  

  

令令
和和
４４
年年
度度
開開
催催
内内
容容
 

日
 
 
時
 

令
和
４
年
８
月
１
日
(月

)1
3：

30
～
15
：
10
 

令
和
４
年
８
月
８
日
(月

)1
3：

30
～
15
：
00
 

会
 
 
場
 

新
日
本
海
新
聞
社
中
部
本
社
ホ
ー
ル
 

鳥
取
県
東
部
庁
舎
 
講
堂
 

参
 
加
 者

 
県
民
、
消
防
・
市
町
・
県
職
員
等
８
名
 

県
民
、
消
防
・
市
町
・
県
職
員
等

25
名
 

内
 
 
容
 

放
射
線
の
人
体
へ
の
影
響
～
放
射
線
か
ら
身
を
守
る
た
め
の
基
礎
知
識
～
 

講
 
 
師
 

東
京
工
業
大
学

 
教
授
 
松
本

 
義
久
 氏

 

令令
和和
３３
年年
度度
開開
催催
内内
容容
  
※
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
 

参
 
加
 者

 
県
民
、
市
町
・
県
職
員
等
 

内
 
 
容
 

放
射
線
被
ば
く
と
健
康
影
響
（
放
射
線
科
医
の
立
場
か
ら
）

 

講
 
 
師
 

鳥
取
大
学
附
属
病
院
放
射
線
診
療
科
群

 
教
授
 
吉
田
 
賢
史
 氏

 

令令
和和
２２
年年
度度
開開
催催
内内
容容
 

日
 
 
時
 

令
和
２
年

10
月

12
日
(月

)1
3：

30
～
15
：
30
 

令
和
２
年

10
月

13
日
(火

)1
0：

30
～
12
：
10
 

会
 
 
場
 

三
朝
町
総
合
文
化
ホ
ー
ル

 大
会
議
室
 

鳥
取
県
東
部
庁
舎
 
講
堂
 

参
 
加
 者

 
県
民
、
消
防
・
市
町
・
県
職
員
等
約

4
3
名
 

県
民
、
消
防
・
市
町
・
県
職
員
等

46
名
 

内
 
 
容
 

原
子
力
災
害
時
に
お
け
る
緊
急
時
対
応
（
放
射
線
の
基
礎
と
測
定
）
 

講
 
 
師
 

近
畿
大
学

 
原
子
力
研
究
所
 
准
教
授
 
小
川
 
喜
弘
氏
 

 

令令
和和
元元
年年
度度
開開
催催
内内
容容
 

日
 
 
時
 

令
和
元
年

8
月

23
日
(金

)1
0：

30
 ～

 1
2：

10
 

令
和
元
年

8
月

22
日
(木

)1
3：

30
 ～

 1
5：

30
 

会
 
 
場
 

鳥
取
県
東
部
庁
舎
 

三
朝
町
総
合
文
化
ホ
ー
ル

 大
会
議
室
 

参
 
加
 者

 
県
民
、
市
町
・
県
職
員
等
約

5
6
名
 

県
民
、
市
町
・
県
職
員
等

 
33
名
 

内
 
 
容
 

原
子
力
災
害
時
の
対
応
 

講
 
 
師
 

国
立
研
究
開
発
法
人
量
子
科
学
技
術
研
究
開
発
機
構
 
 
 医
長

 
 
 富
永
  
 
隆
子
氏
 

平平
成成
33
00
年年
度度
開開
催催
内内
容容
 

日
 
 
時
 

平
成

30
年

8
月

1
日
(水

)1
0：

30
 ～

 1
2：

10
 

平
成

30
年

7
月

31
日
(火

)1
3：

30
 ～

 1
5：

00
 

会
 
 
場
 

鳥
取
県
東
部
庁
舎
 

三
朝
町
総
合
文
化
ホ
ー
ル

 大
会
議
室
 

参
 
加
 者

 
県
民
、
市
町
・
県
職
員
等
約

2
8
名
 

県
民
、
市
町
・
県
職
員
等

33
名
 

内
 
 
容
 

原
子
力
災
害
時
に
よ
る
影
響
と
そ
の
教
訓
を
考
え
る
（
原
子
力
災
害
時
の
対
応
方
法
）
 

講
 
 
師
 

岡
山
大
学
医
学
部
保
健
学
研
究
科

 教
授
 山
岡
 
聖
典
氏
 

平平
成成
22
99
年年
度度
開開
催催
内内
容容
 

日
 
 
時
 

平
成
 2
9 
年
８
月
１
日
(火

)1
0:
00
 ～

 1
1:
45
 

平
成
 2
9 
年
７
月

31
日
(月

)1
3:
30
 ～

 1
5:
00
 

会
 
 
場
 

鳥
取
県
東
部
庁
舎
 

鳥
取
県
立
倉
吉
体
育
文
化
会
館

 

参
 
加
 者

 
市
町
・
県
職
員
等
約

 
20
 
名
 

市
町
・
県
職
員
等
約

 
20
 
名
 

※
実
施
体
制
は
、
主
催
：
鳥
取
県

 
共
催
：
東
部
・
中
部
地
域
の
市
町

内
 
 
容
 

福
島
第
一
原
発
事
故
の
教
訓
を
得
て
～
今
か
ら
学
ぶ
放
射
線
と
健
康
影
響
～
 

講
 
 
師
 

公
益
法
人
原
子
力
安
全
研
究
協
会

 研
究
参
与
 菊
地
 
透
 氏

 

平平
成成
22
88
年年
度度
開開
催催
内内
容容
 

日
 
 
時
 

平
成

28
年
７
月

29
日
（
金
）
9:
30
 ～

 1
1:
30
 

平
成

28
年
７
月

28
日
（
木
）
13
:3
0 
～
 1
5:
30
 

会
 
 
場
 

鳥
取
県
東
部
庁
舎
 

エ
キ
パ
ル
倉
吉
 

参
 
加
 者

 
市
町
・
県
職
員
等
約

 
20
 
名
 

市
町
・
県
職
員
等
約

 
20
 
名
 

内
 
 
容
 

放
射
線
の
基
礎
知
識
と
人
体
へ
の
影
響
 

講
 
 
師
 

広
島
国
際
大
学
保
健
医
療
学
部
診
療
放
射
線
学
科

 准
教
授
 
林
 
慎
一
郎
氏
 

  

平平
成成
22
77
年年
度度
開開
催催
内内
容容
 

日
 
 
時
 

平
成

27
年
８
月
５
日
（
水
）
9:
00
 ～

 1
0:
45
 

平
成

27
年
８
月
４
日
（
火
）
13
:3
0 
～
 1
5:
30
 

会
 
 
場
 

鳥
取
県
東
部
庁
舎
 

エ
キ
パ
ル
倉
吉
 

参
 
加
 者

 
市
町
・
県
職
員
等
約

 
30
 
名
 

市
町
・
県
職
員
等
約

 
30
 
名
 

内
 
 
容
 

放
射
線
の
人
体
へ
の
影
響
 

講
 
 
師
 

福
井
大
学
附
属
国
際
原
子
力
工
学
研
究
所
 
教
授
 
安
田
 仲
宏
氏
 

平平
成成
22
66
年年
度度
開開
催催
内内
容容
 

日
 
 
時
 

平
成

26
年
８
月
８
日
（
金
）
10
:0
0 
～
 1
2:
00
 

平
成

26
年
８
月
７
日
（
木
）
13
:3
0 
～
 1
5:
30
 

会
 
 
場
 

鳥
取
県
東
部
庁
舎
 

鳥
取
県
立
倉
吉
体
育
文
化
会
館

 

参
 
加
 者

 
東
部
地
域
の
市
町
・
県
職
員
等
約

 
50
 
名
 

中
部
地
域
の
市
町
・
県
職
員
等
約

 
30
 
名
 

内
 
 
容
 

放
射
線
の
基
礎
知
識

 ～
原
子
力
災
害
に
備
え
る
た
め
に
知
っ
て
お
き
た
い
こ
と
～
 

講
 
 
師
 

大
阪
大
学
安
全
衛
生
管
理
部
 講
師

 髙
橋
 賢
臣
氏
 

平平
成成
22
55
年年
度度
開開
催催
内内
容容
 

日
 
 
時
 

平
成

25
年
８
月
９
日
（
金
）
13
:3
0 
～
 1
5:
20
 

平
成

25
年
８
月
６
日
（
火
）
13
:3
0 
～
 1
5:
30
 

会
 
 
場
 

鳥
取
県
東
部
庁
舎
 

倉
吉
市
役
所
本
庁
舎
 

参
 
加
 者

 
県
民
及
び
市
町
・
県
職
員
等
約

 
5
0
 名

 
市
町
・
県
職
員
等
約

 
40
 
名
 

内
 
 
容
 

原
子
力
災
害
に
備
え
る
た
め
に
知
っ
て
お
き

た
い
こ
と
～
 

原
子
力
災
害
に
対
す
る
留
意
点

 

講
 
 
師
 

広
島
国
際
大
学
准
教
授
 
林
 慎
一
郎
氏
 

九
州
大
学
大
学
院
教
授
 
池
田
 
伸
夫
氏
 

    

原原
子子
力力
防防
災災
専専
門門
研研
修修
のの
開開
催催
状状
況況
（（
令令
和和
４４
年年
度度
以以
前前
））
  

  

令令
和和
４４
年年
度度
開開
催催
内内
容容
 

日
 
 
時
 

令
和
４
年

10
月

31
日
(水

)1
3:
30
 ～

 1
5：

25
 

令
和
４
年

12
月

15
日
(木

)1
3:
30
 ～

 1
5：

45
 

会
 
 
場
 

国
際
フ
ァ
ミ
リ
ー
プ
ラ
ザ
２
階
フ
ァ
ミ
リ
ー

ホ
ー
ル
 

国
際
フ
ァ
ミ
リ
ー
プ
ラ
ザ
２
階
フ
ァ
ミ
リ
ー

ホ
ー
ル
 

参
 
加
 者

 
市
町
・
県
職
員
、
防
災
関
係
機
関
職
員
、
県

民
4
2
名
 

市
町
・
県
職
員
、
防
災
関
係
機
関
職
員
、
県

民
2
7
名
 

内
 
 
容
 

［
演
題
］
 

原
子
力
災
害
対
策
の
基
本
的
な
考
え
方
 

［
演
題
］
 

原
子
力
防
災
従
事
者
が
理
解
し
て
お
く
べ
き
放
射

線
防
護
に
関
す
る
事
項
 

講
 
 
師
 

（
国
研
）
日
本
原
子
力
研
究
既
発
機
構

 
原

子
力
緊
急
時
支
援
・
研
修
セ
ン
タ
ー
 
佐
藤
 

宗
平
氏
 

日
本
文
理
大
学
 
教
授
 
甲
斐
 
倫
明
氏
 

 

日
 
 
時
 

令
和
５
年

2
月

28
日
(火

)1
3:
30
 ～

 1
5：

45
 

会
 
 
場
 

国
際
フ
ァ
ミ
リ
ー
プ
ラ
ザ
２
階
フ
ァ
ミ
リ
ー

ホ
ー
ル
 

※
実
施
体
制
は
、
主
催
：
鳥
取
県

 
共
催
：
米
子
市
・境
港
市
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参
 
加
 者

 
市
町
・
県
職
員
、
防
災
関
係
機
関
職
員
、
県

民
3
0
名
 

内
 
 
容
 

［
演
題
］
 

原
子
力
発
電
所
の
リ
ス
ク
評
価
と
原
子
力
防

災
へ
の
影
響
 

講
 
 
師
 

東
京
都
市
大
学
 
準
教
授
 
牟
田

 
仁
氏
 

  

令令
和和
３３
年年
度度
開開
催催
内内
容容
 

日
 
 
時
 

令
和
３
年

11
月

17
日
(水

)1
3:
30
 ～

 1
5：

45
 

令
和
３
年

12
月

24
日
(金

)1
3:
30
 ～

 1
5：

45
 

会
 
 
場
 

国
際
フ
ァ
ミ
リ
ー
プ
ラ
ザ
２
階
フ
ァ
ミ
リ
ー

ホ
ー
ル
 

国
際
フ
ァ
ミ
リ
ー
プ
ラ
ザ
２
階
フ
ァ
ミ
リ
ー

ホ
ー
ル
 

参
 
加
 者

 
市
町
・
県
職
員
、
防
災
関
係
機
関
職
員
、
県

民
2
7
名
 

市
町
・
県
職
員
、
防
災
関
係
機
関
職
員
、
県

民
約

36
名
 

内
 
 
容
 

［
演
題
］
 

防
災
対
策
の
フ
レ
ー
ム
の
基
本
と
肝
要
 

［
演
題
］
 

原
子
炉
内
の
現
象
か
ら
原
子
力
防
災
を
学
ぶ
 

講
 
 
師
 

筑
波
大
学

 
准
教
授
 
梅
本
 
通
孝
氏
 

大
阪
大
学

 
教
授
 
北
田
 
孝
典
氏
 

 

日
 
 
時
 

令
和

4
年

2
月

17
日
(木

)1
3:
30
 ～

 1
5：

45
 

令
和

4
年

3
月

18
日
(金

)1
3:
30
 ～

 1
5：

45
 

会
 
 
場
 

国
際
フ
ァ
ミ
リ
ー
プ
ラ
ザ
２
階
フ
ァ
ミ
リ
ー

ホ
ー
ル
 

国
際
フ
ァ
ミ
リ
ー
プ
ラ
ザ
２
階
フ
ァ
ミ
リ
ー

ホ
ー
ル
 

参
 
加
 者

 
市
町
・
県
職
員
、
防
災
関
係
機
関
職
員
、
県

民
2
1
名
 

市
町
・
県
職
員
、
防
災
関
係
機
関
職
員
、
県

民
1
8
名
 

内
 
 
容
 

［
演
題
］
 

放
射
性
廃
棄
物
処
分
と
原
子
力
発
電
所
の
廃

炉
 

［
演
題
］
 

放
射
線
の
医
・
工
学
応
用
や
福
島
で
の
放
射

線
災
害
 

講
 
 
師
 

京
都
大
学

 
教
授
 
佐
々
木
 
隆
之
氏
 

広
島
大
学

 
教
授
 
遠
藤
 
暁
氏
 

令令
和和
２２
年年
度度
開開
催催
内内
容容
 

日
 
 
時
 

令
和
２
年
６
月

30
日
(火

)1
3：

30
 ～

 1
6：

30
 

会
 
 
場
 

鳥
取
県
西
部
総
合
事
務
所

 講
堂

 

参
 
加
 者

 
市
町
・
県
職
員
、
消
防
・
警
察
等
防
災
関
係
機
関
職
員
、
県
民

44
名
 

内
 
 
容
 

〔
演
題
〕
 

原
子
力
発
電
所
の
安
全
性
と
リ
ス
ク
に
つ
い
て
 

～
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
の
教
訓
を
踏
ま
え
て
～
 

講
 
 
師
 

東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科

 教
授
 山
口
 
彰
 氏

 

  

令令
和和
元元
年年
度度
開開
催催
内内
容容
 

日
 
 
時
 

令
和
元
年

12
月

16
日
(月

)1
3：

30
 ～

 1
5：

45
 

会
 
 
場
 

鳥
取
県
西
部
総
合
事
務
所

 講
堂

 

参
 
加
 者

 
市
町
・
県
職
員
、
消
防
・
警
察
等
防
災
関
係
機
関
職
員
、
県
民

 約
1
00
名
 

内
 
 
容
 

〔
演
題
〕
 

福
島
第
一
原
発
事
故
を
教
訓
と
し
た
深
層
防
護
・
リ
ス
ク
管
理
を
含
む
安
全
へ
の
教
訓
 

～
福
島
事
故
の
原
因
、
原
子
力
発
電
所
は
ど
う
安
全
対
策
を
講
じ
、
ど
の
く
ら
い
安
全
な
の
か
、
事
故
は

起
こ
ら
な
い
の
か
？
～
 

講
 
 
師
 

東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科

 原
子
力
専
攻
原
子
炉
工
学
講
座
 
教
授
 
岡
本
 孝
司
氏
 

（
兼
務
：

J
AE
A
 廃
炉
国
際
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
 
セ
ン
タ
ー
長
）
 

   

     

避避
難難
先先
及及
びび
避避
難難
経経
路路
確確
認認
訓訓
練練
のの
実実
施施
状状
況況
（（
令令
和和
４４
年年
度度
以以
前前
））
  

令令
和和
４４
年年
度度
 

 
米
子
市
 

境
港
市
 

日
 
 
時
 

令
和
４
年

9
月

25
日
（
日
）
10
:1
5～

16
:3
0 

令
和
４
年

11
月

27
日
（
日
）
8:
50
 ～

 1
7:
30
 

会
 
 
場
 

名
和
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
東

郷
湖
羽
合
臨
海
公
園
、
湯
梨
浜
町
役
場
、
鳥

取
中
央
育
英
高
校
 

旧
誠
道
小
学
校
、
伯
耆
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ

ー
、
河
原
中
学
校
、
河
原
町
総
合
体
育
館
、
八

上
地
区
公
民
館
 

参
 
加
 者

 
米
子
市
富
益
地
区
北
口
自
治
会
の
住
民

10

名
 

境
港
市
高
松
町
の
住
民

1
5
名
 

内
 
 
容
 

・
広
域
住
民
避
難
計
画
の
説
明

 

・
避
難
経
路
の
確
認
 

・
避
難
退
域
時
検
査
会
場
の
確
認
 

・
避
難
先
施
設
の
確
認
 

・
県
営
広
域
避
難
所
設
営
訓
練
へ
の
参
加
 

・
広
域
住
民
避
難
計
画
の
説
明

 

・
避
難
経
路
の
確
認
 

・
避
難
退
域
時
検
査
会
場
の
確
認
 

・
避
難
先
施
設
の
確
認
 

実
施
体
制
 

主
催
：
米
子
市
 

共
催
：
鳥
取
県
、
湯
梨
浜
町
 

主
催
：
境
港
市
 

共
催
：
鳥
取
県
、
鳥
取
市
 

令令
和和
元元
年年
度度
実実
施施
内内
容容
  

 
境
港
市
 

日
 
 
時
 

令
和
元
年
 1
1 
月
 2
4 
日
（
日
）
9：

00
 ～

 1
8：

00
 

会
 
 
場
 

中
浜
地
区
夕
日
ヶ
丘
一
丁
目
集
会
所
、
江
府
町
立
総
合
体
育
館
、
岩
美
町
中
央
公
民
館
、
町
民
体
育
館
、

田
後
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ほ
か
 

参
 
加
 者

 
境
港
市
中
浜
地
区
夕
日
ヶ
丘
一
丁
目
の
住
民
１
８
名
 

内
 
 
容
 

・
広
域
住
民
避
難
計
画
の
説
明

 

・
原
子
力
災
害
時
の
情
報
伝
達
及
び
避
難
の
流
れ
の
研
修
 

・
避
難
経
路
の
確
認
 

・
避
難
退
域
時
検
査
会
場
 

・
避
難
先
施
設
の
確
認
 

実
施
体
制
 

主
催
：
境
港
市
 

共
催
：
鳥
取
県
、
岩
美
町
 

平平
成成
22
99
・・

33
00
年年
度度

  

 
米
子
市
 

境
港
市
 

日
 
 
時
 

平
成
 3
0 
年

3
月

10
日
(土

)9
：
00
 ～

 1
5：

30
 

平
成

30
年

4
月

8
日
(日

)9
：
00
 ～

 1
7：

00
 

会
 
 
場
 

住
吉
小
学
校
、
東
伯
総
合
公
園
体
育
館
や
成
徳
公

民
館
、
成
徳
小
学
校
、
さ
ん
さ
ん
プ
ラ
ザ
倉
吉
ほ

か
 

中
浜
公
民
館
、
名
和
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
ほ
か
 

参
 
加
 者

 
米
子
市
住
吉
地
区
の
住
民

 
34
 
名
 

境
港
市
誠
道
町
の
住
民
 
2
0
 名

 

内
 
 
容
 

・
広
域
住
民
避
難
計
画
の
説
明

 

・
原
子
力
災
害
時
の
情
報
伝
達
及
び
避
難
の

流
れ
の
研
修
 

・
避
難
経
路
の
確
認
 

・
避
難
退
域
時
検
査
会
場
 

・
避
難
先
施
設
の
確
認
 

・
広
域
住
民
避
難
計
画
の
説
明

 

・
原
子
力
災
害
時
の
情
報
伝
達
及
び
避
難
の
流

れ
の
研
修
 

・
避
難
経
路
の
確
認
 

・
避
難
退
域
時
検
査
会
場
 

・
避
難
先
施
設
の
確
認
 

実
施
体
制
 

主
催
：
米
子
市
 

共
催
：
鳥
取
県
、
倉
吉
市
 

主
催
：
境
港
市
 

共
催
：
鳥
取
県
、
鳥
取
市
 

  
米
子
市
 

境
港
市
 

日
 
 
時
 

平
成

30
年

9
月

23
日
(日

)1
0：

00
 ～

 1
6：

00
 

平
成

30
年

9
月

2
日
(日

)9
：
00
 ～

 1
7：

30
 

会
 
 
場
 

富
益
公
民
館
、
東
郷
湖
羽
合
臨
海
公
園
、
名

和
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
ほ
か
 

中
浜
公
民
館
、
伯
耆
町
 
B
 ＆

 
G
 
海
洋
セ
ン
タ

ー
、
八
頭
高
校
ほ
か
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参
 
加
 者

 
米
子
市
富
益
地
区
西
中
自
治
会
の
住
民
 2
0 
名
 

境
港
市
中
浜
地
区
材
ノ
木
町
の
住
民

37
 名

 

内
 
 
容
 

・
広
域
住
民
避
難
計
画
の
説
明

 

・
原
子
力
災
害
時
の
情
報
伝
達
及
び
避
難
の

流
れ
の
研
修
 

・
避
難
経
路
の
確
認
 

・
避
難
退
域
時
検
査
会
場
 

・
避
難
先
施
設
の
確
認
 

・
広
域
住
民
避
難
計
画
の
説
明

 

・
原
子
力
災
害
時
の
情
報
伝
達
及
び
避
難
の
流

れ
の
研
修
 

・
避
難
経
路
の
確
認
 

・
避
難
退
域
時
検
査
会
場
 

・
避
難
先
施
設
の
確
認
 

実
施
体
制
 

主
催
：
米
子
市
 

共
催
：
鳥
取
県
、
湯
梨
浜
町
 

主
催
：
境
港
市
 

共
催
：
鳥
取
県
、
八
頭
町
 

平平
成成
22
88
年年
度度
 

 
米
子
市
 

境
港
市
 

日
 
 
時
 

平
成
 2
9 
年
 3
 月

 2
9 
日
（
水
）
8:
30
 ～

 1
7:
00
 
平
成
 2
9 
年
３
月
 2
6 
日
（
日
）
8:
30
 ～

 1
7:
00
 

会
 
 
場
 

和
田
公
民
館
、
名
和
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
、
倉
吉
未
来
中
心
、
倉
吉
交
流
プ

ラ
ザ
、
倉
吉
東
中
学
校
ほ
か
 

境
港
第

2
市
民
体
育
館
、
面
影
地
区
公
民
館
、

倉
田
体
育
館
ほ
か
 

参
 
加
 者

 
米
子
市
和
田
地
区
の
住
民

 
32
 
名
 

境
港
市
米
川
町
の
住
民
１
２
名

 

内
 
 
容
 

・
広
域
住
民
避
難
計
画
の
説
明

 

・
原
子
力
災
害
時
の
情
報
伝
達
及
び
避
難
の

流
れ
の
研
修
 

・
避
難
経
路
の
確
認
 

・
避
難
退
域
時
検
査
会
場
 

・
避
難
先
施
設
の
確
認
 

・
広
域
住
民
避
難
計
画
の
説
明

 

・
原
子
力
災
害
時
の
情
報
伝
達
及
び
避
難
の
流

れ
の
研
修
 

・
避
難
経
路
の
確
認
 

・
避
難
退
域
時
検
査
会
場
 

・
避
難
先
施
設
の
確
認
 

実
施
体
制
 

主
催
：
米
子
市
 

共
催
：
鳥
取
県
、
倉
吉
市
 

主
催
：
境
港
市
 

共
催
：
鳥
取
県
、
鳥
取
市
 

平平
成成
22
77
年年
度度
  

 
米
子
市
 

境
港
市
 

日
 
 
時
 

平
成
 2
7 
年
９
月
 3
0 
日
（
水
）
8:
00
 ～

 1
7:
00
 
平
成
 2
8 
年
３
月
 1
3 
日
（
日
）
8:
30
 ～

 1
7:
30
 

会
 
 
場
 

加
茂
公
民
館
、
名
和
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
、
東
伯
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
、

北
条
体
育
館
、
農
業
大
学
校
ほ
か
 

中
浜
公
民
館
、
名
和
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
、
八
東
保
健
セ
ン
タ
ー
、
丹
比
小
学
校

ほ
か
 

参
 
加
 者

 
米
子
市
加
茂
地
区
の
住
民

 
18
 
名
 

境
港
市
小
篠
津
町
の
住
民

 
26
 
名
 

内
 
 
容
 

・
広
域
住
民
避
難
計
画
の
説
明

 

・
原
子
力
災
害
時
の
情
報
伝
達
及
び
避
難
の

流
れ
の
研
修
 

・
避
難
経
路
の
確
認
 

・
避
難
退
域
時
検
査
会
場
 

・
避
難
先
施
設
の
確
認
 

・
広
域
住
民
避
難
計
画
の
説
明

 

・
原
子
力
災
害
時
の
情
報
伝
達
及
び
避
難
の
流

れ
の
研
修
 

・
避
難
経
路
の
確
認
 

・
避
難
退
域
時
検
査
会
場
 

・
避
難
先
施
設
の
確
認
 

実
施
体
制
 

主
催
：
米
子
市
 

共
催
：
鳥
取
県
、
大
山
町
、
琴
浦
町
、
北
栄

町
、
三
朝
町
、
倉
吉
市
 

主
催
：
境
港
市
 

共
催
：
鳥
取
県
、
八
頭
町
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